
文

化

昭

和

二

報

江

刺

郡

稲

瀬

村

樺

lll
追
跡

財

十
九
年
―
―
―
月

調

在

岩

手

縣

教

育

委

員

会

告

第
三
躯

'~ 
＇ 

ヽ



渡司菊江

邊東 池坂

直慎 啓輝

次

経雄 郎禰

樺

山

退血

跡

調

査

報

牛ロ



昭

和

二

十

九

年

三

月

序

数

育 岩

長

山

中

手

県

数

育

委

員

会

吾

郎

本
県
江
刺
郡
租
瀬
村
に
あ
る
樺
山
遺
跡
は
、
地
元
の
研
究
家
菊
池
啓
次
郎
、
司
東
其
雄
雨
氏
の
郷
土
文
化
財
に
対
す
る
熱
意
と

塵
應
大
学
江
坂
輝
禰
氏
、
東
京
大
学
渡
辺
直
経
氏
の
学
間
的
慈
欲
と
に
よ
っ
て
、
前
後
三
回
に
わ
た
り
、
極
め
て
精
密
な
調
査
が

行
わ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
っ
て
、
衷
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
。

本
遺
跡
は
、
昭
和
二
十
六
年
十
月
予
備
調
査
を
完
了
し
、
翌
二
十
七
年
三
月
一
先
ず
予
報
を
刊
行
し
た
の
＂
て
あ
る
が
、
更
に
引

続

3
本
格
的
な
調
代
を
実
施
し
て
ほ
ゞ
そ
の
全
貌
を
明
か
に
す
る
こ
と
が

t

て
3
た
の
て
、
今
同
そ
の
報
告
害
を
公
刊
す
る
運
び
に

い
た
っ
た
の
、
て
あ
る
。

我
が
国
に
お
け
る
石
造
遺
構
は
、
各
地
に
玉
い
て
発
見
吝
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
そ
の
性
格
を
確
定
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

研
究
途
上
に
あ
る
石
造
逍
構
の
事
例
と
し
て
の
樺
山
遺
跡
は
、
上
記
研
究
家
の
愛
情
と
専
門
的
知
識
と
が
マ
ッ
チ
し
て
，
忠
実
に

原
型
の
ま
ヽ
の
発
掘
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
束
北
地
方
に
玉
け
る
唯
一
の
縄
文
式
文
化
中
期
の
遣
構
-
て
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
最
も

質
重
な
考
古
学
史
の
報
告
粛
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
機
会
に
、
上
記
四
氏
の
御
努
力
に
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
本
県
の
文
化
財
保
護
の
立
場
よ
り
も
、
又
考
古

学
研
究
の
上
か
ら
も
、
廣
く
本
報
告
の
活
用
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
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燐
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石
造
遺
構
使
用
の
川
原
石
の
石
質
：
・
：
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地
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一

石
造
遺
構
群
出
土
の
文
化
遺
物

住

届

址
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調

究

H

置 目

遺

物
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第
一
六
図

第
一
五
図

第
一
四
図
第
一
六
号
址
実
測
図

第一―

¥
0
図

第
二
九
図
住
居
址
出
土
、
大
木

7
b
式
鉢
形
土
器
実
測
図

第
一
―
図

第
一
一
号
址
発
見
の
片
口
附
石
皿

第

号

址

発

見

の

石

皿

第
一

0
図

第

一
1

一
号
址
実
測
図

第
二
六
図

第

九

図

第

八

図

第
一
一
四
図
第
二
五
号
址
実
測
図

第

七

図

第
二
四
号
址
実
測
図

第

六

図

第
一
―
―
図

第
一
二
図

第
二
二
図

第
五
号
址
実
測
図

第
七
号
址
実
澗
図

第
八
号
址
実
測
図

第
九
号
址
実
測
図

第
一

0
号
址
実
測
図

第
一
―
号
址
実
測
図

第
一
三
号
址
実
測
図

第
一
四
号
址
実
測
図

第
一
五
号
址
実
測
図

第
一
七
号
址
実
測
図

第
一
八
号
址
実
測
図

第
二

0
図

第
二
三
図

第
二
五
図

第
二
七
図

第
二
八
図

第
三
一
図

第
二
三
号
址
実
測
図

西
南
部
よ
り
ト
レ
ン
チ
全
景

住
届
址
実
測
図

士
器
片
断
面
図

土
偶
拓
影
実
測
図

第
二
二
図

第

五

図

第
ニ
―
図
第
二
二
号
址
実
測
図

第

四

図

第

六

号

址

実

測

図

櫓
上
よ
り
搬
影
の
第
こ
一
号
址

第
一
一
図
第
四
号
址
実
測
図

第
一
図
梓
山
石
造
遺
構
群
配
樅
図

挿

図

目

次

第
一
九
図
第
ニ
一
号
址
実
澗
図

第
一
八
図
第
二

0
号
址
実
澗
図

第
一
七
図
第
一
九
号
址
実
測
園



第
七
図
版
第
一
図

第
三
図

第
三
図

第
一
一
（
右
）
一
1

1

(
左
）
号
址
使
用
の
石
皿

第
四
閃
住
居
址

ti土
の
巾
期
の
土
偶

東
南
側
よ
り
撮
影
の
一
＿
一
号
址

第
三
閃
住
居
地
区
ト
レ
ン
チ
出
土
の
巾
期
土
器
片

第
二
図
西
北
側
よ
り
撮
影
の
ご
一
号
址

第

二

図

大

木

7
h
式
鉢
形
士
器

第
六
図
版
第
一
図
東
側
よ
り
撮
影
の
一
一
号
址

第
一
二
図
版

第
一
図
住
居
純
東
隅
出
士
の
鉢
形
土
器

西
側
よ
り
撮
影
の
一
一
号
址

第
一
二
図

土
器
を
利
川
し
た
、
モ
炉
と
副
炉

第
二
図
西
南
側
よ
り
撮
影
の
一

0
号
址

第
二
閃
西
側
よ
り
撮
影
の
住
居
址

第
五
図
版
第
一
図
西
北
側
よ
り
搬
影
の
第
九
号
址

第
一
―
閃
版

第
一
図
両
南
側
よ
り
撮
影
の
第
二
五
号
址

第
一
二
図
南
側
よ
り
撮
影
の
第
八
号
址

第
一
二
図
西
側
よ
り
撮
影
の
第
二
二
号
址

第
二
図
西
南
側
よ
り
撮
影
の
第
七
号
址

第
二
図
南
側
よ
り
搬
影
の
第
ニ
―
劫
址

第
四
図
版
第
二
図
南
側
よ
り
撮
影
の
第
六
号
址

第
一

0
図
版

第
一
図
西
側
よ
り
撮
影
の
第
二

0
号
址

第
三
図

第
四
号
址
西
側
碁
伍
朕
積
石
下
の
竪
坑

東
南
側
よ
り
撮
影
の
第
一
八
号
址

第
二
図

第
二
図
西
南
側
よ
り
撮
影
の
第
一
七
号
址

第
二
図
版

第
一
二
図
版

第
四
号
址
西
側
碁
伍
欣
積
石
下
の
石
組

第
三
図

第
三
図

第
一
図
第
四
号
址
東
側
石
糾
下
の
竪
坑

第
九
図
版
第
一
図
西
南
側
よ
り
撮
影
の
第
一
六
号
址

第
二
図
酉
方
よ
り
東
側
石
糾
下
の
竪
坑
を
喀
む

酉
南
側
よ
り
撮
影
の
第
一
五
号
址

第
一
図
東
側
よ
り
撮
影
の
第
四
号
址

第
二
図

西
側
よ
り
撮
影
の
第
一
四
号
址

第
二
図
西
側
よ
り
撮
影
の
第
四
号
址

第
八
図
版
第
一
図
南
側
よ
り
搬
影
の
第
一
―
―
一
号
址

第
二
図
版
第
一
図
梓
山
石
造
遺
構
群
全
娯
（
西
北
部
櫓
上
よ
り
撮
影
）

図

版

目

次

＇ 

第
一
一
図
第
一
一
（
右
）
―
二
（
左
百
号
址
使
用
の
石
皿
裏
面



今
日
、
絃
に
樺
山
遺
跡
の
調
在
報
告
が
公
刊
出
来
る
に
至
っ
た
こ
と
は
実
に
わ
れ
わ
れ
調
在
担
当
者
と
し
て
も
喜
び
に
た
え
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

昭
和
二
丘
年
一

0
月
、
司
東
が
本
遺
跡
を
発
見
、
翌
二
六
年
―
一
月
ニ
ー
一
、
二
三
両
日
、
県
当
局
並
び
に
村
役
場
の
理
解
あ
る
協
力
を
得
て
、
第
一
回

の
発
掘
調
在
を
表
施
、
そ
の
結
果
を
県
文
化
財
調
在
報
告
、
第
二
斡
と
し
て
昭
和
二
七
年
三
月
、

し
た
時
ま
で
は
、
本
石
造
遺
構
群
が
第
一
同
調
在
地
域
の
西
南
部
に
か
く
も
多
数
埋
淡
し
て
い
る
と
は
夢
想
た
に
考
へ
得
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
予

報
公
刊
後
、
昭
和
二
七
年
四
月
二

0
日
よ
り
の
本
調
査
に
於
て
、
十
ヶ
所
内
外
の
石
造
遺
構
を
発
見
出
来
れ
ば
と
考
へ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
黒
沢

尻
工
業
高
等
学
校
、
黒
沢
尻
高
等
学
校
の
生
徒
謹
君
の
ボ
ー
リ
ン
グ
棒
探
索
に
よ
つ
て
こ
の
よ
う
に
多
数
の
石
造
遺
構
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
す
ぺ
て
を
完

全
に
調
査
し
得
た
・
こ
と
は
、
県
内
に
こ
の
よ
う
な
平
只
重
な
遺
跡
を
発
見
で
き
た
と
云
う
こ
と
の
み
で
な
く
、
わ
が
国
考
古
学
界
に
寄
典
す
る
と
こ
ろ
も
亦

甚
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
確
信
致
す
次
第
で
あ
る
。

近
年
日
本
の
新
石
器
時
代
の
縄
文
文
化
前
期
末
以
降
の
遺
跡
の
中
に
、
環
朕
列
石
、
環
朕
組
石
、
配
石
遺
楊
な
ど
と
呼
ぶ
用
途
不
明
の
石
造
遺
構
の
所

在
が
注
意
に
上
つ
て
お
り
、
こ
の
種
遺
構
は
西
は
近
畿
地
方
よ
り
北
は
北
海
道
に
ま
で
分
布
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
今
日
ま
で
に
そ
の
発
見
頭
初
よ

り
専
門
学
者
の
手
に
よ
つ
て
、
問
到
な
準
備
の
も
と
に
発
掘
訓
在
の
な
さ
れ
た
も
の
は
極
め
て
僅
か
な
例
よ
り
な
い
の
で
あ
り
、
本
遺
跡
程
度
の
規
模
の

も
の
は
本
州
に
於
て
は
本
遺
跡
調
任
後
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
の
手
で
調
査
し
た
本
県
松
尾
鉱
山
屋
敷
台
附
近
発
見
の
も
の
と
、
栃
木

序

江

剌

郡

栢

瀬

村

樺

山

逍

跡

調

査

報

告

渡

『
江
剌
郡
稲
湘
村
押
山
遺
躁
調
究
予
報
」
と
題
し
公
刊

辺

直

司

東

箕

経雄

菊

池

啓

次

江

坂

輝

郎禰

ー（ 1)-



人
夫
に
よ
つ
て
写
真
撮
影
用
の
櫓
を
組
み
始
め
る
。

四
月
―
―
―
日

（
月
）

睛

た。 は
黒
高
五
名
、
烹
工
高
一

0
名
、
同
定
時
制
高
五
名
及
び
人
夫
五
名
で
あ
っ
た
。
又
本

H
岩
手
県
庁
秘
書
課
の
小
岩
末
治
氏
が
見
学
の
た
め
来
訪
さ
れ

本
日
の
調
布
参
加
者
は
、
調
杏
員
・
菊
池
啓
次
郎
、
司
東
真
雄
、
袖
助
且
・
伊
藤
誠
一
、
佐
々
木

iE
剛
、
菊
池
抱
次
郎
、
応
援
協
力
さ
れ
た
生
徒
諸
村

い
づ
れ
も
配
石
構
造
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
揖
軍
に
発
掘
を
進
め
て
ゆ
く
。

探
在
の
結
果
、
五
ヶ
所
に
お
い
て
新
石
造
遺
構
を
発
見
、
各
々
七
、
八
、
九
、

1
0
、
―
一
号
址
と
す
る
。

探
在
し
て
も
ら
う
。

等
学
校
及
び
県
立
黒
沢
尻
工
業
高
等
学
校
の
牛
徒
謡
君
に
よ
つ
て
附
近
一
需
に
判
淡
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
新
石
造
遺
構
を
ボ
ー
リ
ン
グ
棒
に
よ
り

昭
和
一
＿
七
年
四
月
―

-
0
日

第
一
次
調
在
の
際
、
発
掘
調
在
を
な
し
、
共
後
判
浚
し
て
お
い
た
、

調

す
る
次
第
で
あ
る
。

査
（
日
）

睛
8
 

誌

（
以
上
江
坂
輝
鋪
記
）

県
船
生
遺
跡
の
例
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
従
つ
て
本
遺
跡
の
調
査
は
日
本
考
古
学
史
上
に
も
重
要
な
付
惜
を
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

尚
本
報
告
書
公
刊
に
あ
た
り
、
終
始
こ
の
調
在
に
理
解
あ
る
協
力
を
給
り
、
時
に
は
調
査
員
一
同
に
種
々
鞭
逹
の
言
葉
も
興
へ
ら
れ
た
、
県
数
育
庁
、

前
社
会
教
育
課
長
、
現
黙
沢
尻
町
数
育
長
の
佐
々
木
修
氏
、
叉
調
介
に
対
し
終
始
協
力
を
お
し
ま
れ
な
か
っ
た
県
数
育
庁
社
会
教
育
課
主
事
山
内
一
氏
、

塁
手
大
学
学
藝
学
部
学
生
伊
藤
誠
一
氏
、
同
農
学
部
学
牛
佐
々
木
正
剛
、
菊
池
増
次
郎
の
両
氏
、
て
調
杏
に
対
し
逍
接
、
間
接
種
々
御
協
力
下
さ
っ
た
及

川
政
敏
助
役
以
下
村
役
場
の
方
々
、
村
会
議

H
謡
氏
、
叉
調
杏
中
調
究
に
対
し
直
接
協
力
さ
れ
た
黒
沢
尻
工
業
高
等
学
校
、
黒
沢
尻
高
等
学
校
、
岩
谷
堂

高
等
学
校
稲
瀬
分
校
敢
職
且
生
徒
竹
志
の
謡
氏
其
他
直
接
間
接
種
々
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
地
元
の
各
付
に
対
し
本
報
告
害
を
通
じ
衷
心
感
詢
の
意
を
表

父
本
遺
跡
の
重
要
性
を
認
め
ら
れ
、
農
地
法
に
よ
る
開
墾
を
一
時
停
止
さ
れ
、
開
墾
入
植
者
へ
の
代
換
地
の
考
慮
な
ど
な
さ
れ
た
村
役
場
当
局
、
農
地

委
員
、
地
方
事
務
所
な
ど
の
理
解
あ
る
配
應
に
対
し
て
も
ガ
腔
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
各
サ
址
を
再
び
露
出
す
る
と
共
に
、
県
立
黒
沢
尻
翡

ーC2)一



発
掘
の
完
了
し
た
各
石
造
遺
構
の
写
真
撮
影
、
澗
籠
を
な
す
。

（

木

）

睛

本
日
の
調
介
参
加
者

父
一
方
叢
林
の
刈
彿
い
を
さ
せ
る
。
父
高
校
生
諸
君
に
は
昨
日
に
引
続
き
新
石
造
遺
構
探
索
の
た
め
、

―
二
号
址
は
組
石
中
に
石
皿
を
利
川
し
た
、
後
世
の
破
壊
を
全
く
受
け
ぬ
完
仔
せ
る
石
造
遺
構
で
あ
る
ら
し
き
こ
と
が
判
つ
て

咋
日
来
一
部
の
人
々
に
よ
つ
て
発
掘
さ
れ
、
露
出
し
た
逍
情
の
写
真
撮
影
、
拉
び
に
測
娩
を
開
紺
す
る
。

本
日
の
調
牡
参
加
者
調
在
員
菊
地
、
司
東
、
袖
助
ぃ
旦
jJI
籐
、
佐
々
木
、
菊
池
（
増
）
。
黒
高
生
五
名
、
黒
工
高
生
―
二
名
、
人
夫
五
名

江
坂
来
惰
、
種
々
調
jE
方
針
に
つ
い
て
菊
池
、
司
東
と
打
合
せ
を
な
す
。

県
教
育
庁
社
会
教
育
課
文
化
財
係
の
山
内
一
・
王
事
来
援
。

昨
日
に
引
碗
き
一
八
、

本
日
の
調
査
参
加
者
、
調
在
員
江
坂
、
山
内
、
菊
池
、
司
東
、
補
助
員
伊
藤
、
佐
々
木
、
菊
池
（
増
）
。
黒
高
生
一
二
名
、
黒
工
高
生
一
九
名
、
人
夫
五
名

江
剌
秒
育
出
張
所
社
会
教
育
主
事
佐
々
木
組
一
一
一
郎
氏
、
江
刺
地
方
事
務
所
農
地
課
長
菊
地
祐
二
氏
。

四
月
―
―
―
-
＿
日

一
九
、
—
1
0号
址
を
発
見
す
る
。
本
日
は
今
日
ま
で
に
新
発
見
の
石
造
遺
構
址
の
発
掘
に
全
力
を
そ4
ぐ
こ
と
に
す
る
。

睛
、
雲
多
し

二
一
、
ニ
ニ
号
址
努
見
、
完
掘
す
る
。

本
日
よ
り
各
石
造
遺
構
下
の
ロ
ー
ム
謄
に
ロ
ー
ム
府
を
揺
り
込
ん
だ
穴
の
有
無
の
調
査
も
開
蛤
す
る
。
叉
各
遺
構
に
つ
い
て
の
澗
菌
は
慎
重
を
期
し
、

作
業
速
度
を
早
め
す
確
実
に
実
施
す
ろ
方
針
を
た
て
る
。
又
暗
箱
組
立
写
真
機
に
よ
つ
て
キ
ャ
ピ
ネ
乾
板
に
よ
る
報
告
害
閃
版
用
の
記
録
写
真
の
撮
影
を

開
珀
す
る
。

四
月
一
＿
四
日

調
究
員
江
坂
、
菊
池
、
司
東
、
補
助
員
伊
藤
、
佐
々
木
、
架
池
丘
哨
）
、
黒
高
生
五
名
、
黒
工
高
生
―
一
名
、
人
夫
五
名

本
日
午
後
一
時
よ
り
稲
瀬
村
及
び
岩
手
県
数
育
庁
、
モ
催
で
、
稲
湘
中
学
校
情
堂
に
お
い
て
江
坂
が
神
山
遺
跡
に
つ
い
て
の
調
査
概
要
の
報
告
講
演
を
な

（
水
）

見
学
行

四
月
―
―
―

-a
（
火
）
朝
の
う
ち
緊
印
あ
り
、
睛
時
々
＂
実
り
、
風
強
し
。

本
日
の
ボ
ー
リ
ン
グ
棒
探
在
の
結
果
―
二
、

く
る
。

午
後
に
至
り
一
一
、

う。

一
三
、

一
四
、

一
五
、

一
六
、

一
七
号
址
を
発
見
す
る
。

ボ
ー
リ
ン
グ
棒
に
よ
る
探
在
に
努
力
し
て
も
ら
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本

H
の
調
究
参
益
血
者

叉
江
坂
は
昨
日
に
引
続
き
各
石
造
遺
梢
の
写
真
撮
影
を
な
す
。

し
、
併
せ
て
静
岡
市
登
呂
遺
跡
の
ス
ラ
イ
ド
を
公
開
す
る
。

本
日
の
調
先
参
加
者
、
調
査
員
、
江
坂
、
菊
池
、
司
東
、
補
助
員
伊
藤
、
菊
池
（
増
）
、
黒
高
生
五
名
、

黒
工
高
生
―

C
名
、
人
夫
五
名
c

見
学
者
、
江
刺
教
育
出
張
所
副
所
長
大
島
直
氏
、
同
地
方
事
務
所
菊
地
農
地
課
長
、
稲
瀬
村
中
学
校
生
徒
約
五

U

0
名
、
同
小
学
校
生
徒
六

0
名
、
栢
洲
村
助
役
及
川
政
敏
氏
、
岩
手
短
大
学
教
授
及

11
儀
左
衛
門
氏
。

四
月
一
＿
五
日

二
三
、
二
四
号
址
を
発
見
、
完
掘
す
る
。
又
本
日
遺
構
群
所
在
地
域
に
東
北
よ
り
西
南
に
向
つ
て
遺
跡
を
横
断
す
る
巾
一
米
五

0
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定

発
掘
を
開
始
す
る
。

ト
レ
ン
チ
東
北
部
に
小
石
塊
群
在
す
る
地
区
数
ヶ
所
発
見
さ
れ
る
も
、
石
造
逍
構
の
破
壊
さ
れ
た
も
の
磯
什
す
る
も
の
の
一
部
で
あ
る
か
、
ど
う
か
は

不
明
、
父
石
造
遺
梢
群
地
域
よ
り
東
方
約
一
五

0
米
、
石
造
逍
構
群
地
域
よ
り
台
上
の
高
位
省
、
蠣
五
郎
堤
南
側
台
上
畑
地
に
所
在
の
、
縄
文
文
化
中
期

の
士
器
片
な
ど
移
し
く
散
布
す
る
、
石
辿
逍
情
を
遺
し
た
人
々
の
緊
洛
遺
跡
と
思
わ
れ
る
地
域
を
、
岩
谷
堂
高
等
学
校
稲
瀬
分
校
の
生
徒
謡
社
の
協
力
を

得
て
、
東
南
よ
り
酉
北
に
向
け
て
長
さ
五
十
米
、
巾
一
米
五

0
の
ト
レ
ン
チ
を
発
掘
、
多
数
の
土
器
片
が
出
土
し
た
。
又
ト
レ
ン
チ
の
西
北
部
に
一
住
居

址
を
発
見
す
る
。

調
在
員
江
坂
、
菊
池
、
司
東
、
補
助
員
伊
藤
、
佐
々
木
、
菊
池
盆
増
）
。
黒
高
生
五
名
、
黒
工
高
生
一
五
名
、
岩
谷
堂
高
校
昼
間

定
時
観
桁
瀬
分
校
男
女
約
九

0
名
、
人
夫
五
名
。
見
学
者
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
長
佐
々
木
修
氏
、
同
、
モ
事
菊
地
又
男
氏
、
同
ヽ
モ
事
山
内
一
氏
、
稲
瀬
村

助
役
及
川
政
敏
氏
、
同
吏
且
小
沢
氏
。

尚
本
日
午
後
一
一
一
時
に
現
地
で
、
調
在
員
佐
々
木
課
必
、
山
内
ヽ
圭
事
、
及
川
助
役
な
ど
集
り
、
本
遺
跡
の
保
作
に
つ
い
て
懇
談
す
る
。

四
月
ー
ー

1̂
a
（
土
）
午
前
中
小
阻
、
午
後
本
降
り
と
な
る
。

午
前
中
阻
中
を
石
造
遺
構
梢
全
地
域
の
平
板
測
請
を
江
坂
が
机
当
で
実
施
す
る
。
石
迅
遺
枯
梢
中
に
5

認
定
し
た
ト
レ
ン
チ
東
北
部
、
東
側
に
発
見
の
二

五
号
址
を
完
掘
す
る
。
菊
池
は
前
H
に
引
続
き
個
々
の
石
造
逍
構
の
実
澗
を
な
す
。

午
後
、
菊
池
は
各
石
造
遺
構
下
の
ロ
ー
ム
肝
中
に
掘
り
込
ん
だ
穴
の
存
在
の
布
無
の
探
索
を
な
す
。

江
坂
は
平
板
澗
量
完
了
後
、
司
東
と
共
に
昨

H
発
見
の
領
五
郎
堤
南
側
台
上
畑
地
の
住
居
址
の
全
域
発
掘
に
努
力
す
る
。
住
居
址
中
央
附
近
に
炉
ぶ
ち

（

金

）

睛
後
偏

ー(4)-
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ヽ

―
二
、
ニ
一
号
址
は
調
査
未
了
と
な
る
。

石

造

遺

構

註
岩
手
県
文
化
財
瓢
査
報
告
第
二
輯

―
一
月
、 位

遺

跡

に
口
緑
、
底
部
を
欠
い
た
土
器
を
使
用
し
た
炉
址
を
発
見
す
る
。
床
面
に
木
炭
末
多
く
、
火
災
を
起
し
た
住
居
址
の
疑
あ
り
。
午
後
三
時
頃
降
雨
は
げ
し

く
た
り
発
掘
調
杏
は
本
日
を
も
つ
て
一
日
面
＇
止
す
る
こ
と
と
し
、
炉
址
の
写
真
を
搬
影
後
、
住
居
址
は
埋
浚
す
る

e

父
石
迅
遺
構
下
の
穴
の
調
在
も
一

本
日
の
調
査
参
加
者
、
調
在
員
江
坂
、
菊
池
、
司
東
、
補
助
員
伊
藤
、
佐
々
木
、
菊
池
（
増
）
、

黒
高
生
五
名
、
黒
工
高
生
一
五
名
、
岩
谷
堂
高
校
稲
瀬
分
校
五
名
。
見
学
者
小
田
島
緑
郎
氏
。

以
後
．
石
造
遺
構
下
の
ロ
ー
ム
暦
に
穴
を
掘
り
込
ん
で
あ
る
か
ど
う
か
の
調
壺
を
残
し
た

9

の
は
菊
池
が
中
心
と
な
り
八
月
一
八
日
ま
で
に
三
回
に
迂
つ
て
調
死
し
た
。
こ
の
間
五
月
下

旬
の
調
在
に
は
＂
千
稲
田
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
の
櫻
井
消
彦
氏
の
協
力
を
受
け
た
。

叉
住
居
址
は
八
月
一
八
日
、
江
坂
の
指
揮
で
、
司
東
、
岩
大
の
伊
藤
．
黒
工
高
生
二
名
な

ど
の
協
力
を
得
て
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
以
上
菊
池
啓
次
郎
記
）

量

本
遺
跡
は
北
上
川
左
岸
の
第
三
紀
謄
を
基
盤
と
す
る
標
高
一

0
0米
内
外
の
西
南
へ
傾
斜

す
る
台
上
に
あ
り
、
行
政
区
則
は
岩
手
県
江
刺
郡
稲
瀬
村
大
字
稲
瀬
字
大
谷
地
六
五
番
地
と

註

な
っ
て
い
る
。
尚
遺
跡
の
位
撻
に
つ
い
て
の
詳
細
は
予
報
に
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本

報
告
に
は
省
略
す
る
。
又
今
回
―

1
0
ヶ
所
余
の
石
造
遺
構
を
発
掘
し
た
地
域
は
昭
和
二
六
年

一
号
址
よ
り
三
号
址
を
発
掘
し
た
上
野
錬
一

1

一
氏
開
墾
畑
地
の
北
西
部
の
菊
地
幸
治

氏
開
墾
予
定
山
林
内
で
あ
っ
た
。
（
第
一
図
版
第
一
図
及
び
第
一
図
測
図
参
照
）

昭
和
二
十
七
年
一
ー
一
月
蕊
照

群

今
回
は
第
四
号
址
よ
り
第
六
号
址
を
再
調
査
し
、
新
に
発
見
し
た
第
七
号
址
よ
り
第
二
五

ー(5)-



第
四
競
址
（
第
二
図
、
第
一
図
版
ー
第
一
云
凶
版
）

昭
和
二
六
年
―
一
月
第
一
次
調
査
に
お
い
て
は
長
径
一
二
米
―
―

¥
0糎
、
短
径

二
米
の
範
囲
内
に
概
ね
一

0
糎
内
外
の
直
径
を
も
つ
碁
石
朕
の
川
原
石
が
無

秩
序
に
配
石
さ
れ
、
長
軸
の
北
端
に
近
く
小
立
石
の
所
在
す
る
こ
と
が
判
明

し
た
が
、
今
回
の
再
調
在
に
よ
っ
て
、
妹
石
朕
の
川
原
石
を
配
石
し
た
下
に

こ
れ
よ
り
大
な
る
石
を
使
用
し
た
半
円
形
の
配
石
の
あ
る
こ
と
も
判
明
、
父

こ
れ
は
一
つ
の
組
石
で
た
＜
二
組
の
別
個
の
も
の
が
相
接
し
て
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
ら
し
き
こ
と
な
ど
、
最
初
の
調
査
の
折
り
よ
り
梢
々
複
雑
な
様
相

帥
ち
本
号
址
は
前
記
し
た
立
石
の
周
辺
の
地
区
（
東
側
）
と
、
碁
石
朕
の
川

原
石
を
無
秩
序
に
乱
積
し
、
そ
の
下
に
そ
れ
を
固
む
よ
う
に
梢
々
大
形
の
川

原
石
が
半
円
形
に
陀
石
さ
れ
た
地
区
（
西
側
）
と
の
二
つ
に
わ
け
て
考
察
し

た
方
が
穏
当
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
遺
構
で
あ
つ
て
、
新
に
計
測
し
直
し

た
結
果
、
仄
径
四
米
四
三
糎
、
短
径
一
米
九
五
糎
の
中
に
前
記
の
二
つ
に
区

割
さ
る
べ
き
遺
構
を
含
む
も
の
で
、
小
立
石
を
も
つ
区
割
は
長
径
八
五
糎
、

短
径
七
五
糎
で
あ
っ
て
．
略
中
心
に
立
石
が
あ
り
、
立
石
は
発
掘
面
よ
り
高

（
立
石
自
休
の
長
さ
は
五
七
糎
、
最
大
巾
一
七
糎
）

さ
二
八
糎
あ
っ
た
。

こ
の
立
石
の
下
が
ロ
ー
ム
面
を
掘
り
込
め
て
い
る
か
ど
う
か
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
立
石
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
下
部
に
径
八

0
糎
PJ
至
九
三
糎
、
深
さ

三
一
二
糎
の
略
円
形
を
な
す
、
底
面
は
北
側
が
若
十
傾
斜
し
た
小
竪
坑
が
認
め

ら
れ
た
。
坑
内
の
土
は
茶
褐
の
土
肝
が
撹
乱
さ
れ
た
朕
態
で
堆
積
し
て
お
り

を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
の
で
あ
る
。

答

~~ 
一—-- V-

~ 

第 図 第 4
 

号

一(

址 実

-et ぐ
測

号
址
を
発
掘
調
査
し
た
。
叉
第
一
号
址
は
上
野
錬
―
―
一
氏
畑
地
よ
り
菊
地
幸
治
氏
開
墾
予
定
地
の
史
跡
指
定
予
定
地
域
へ
移
動
し
た
。
（
第
一
図
参
照
）

図

6)-
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第 5号址実測図

徴
細
な
木
炭
末
が
僅
か
に
認
め
ら
れ
た
外
、
他
に
何
物
も
出
士
し
た
か
っ
た
。
こ
の
穴
は
立
石
を
立
て
る
た
め
に
堀
っ
た
も
の
と
し
て
は
若
干
規
模
が
大

き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
盆
第
二
図
版
第
二
図
、
第
一
二
図
版
第
一
図
参
照
）

他
の
西
南
側
の
遺
構
は
長
径
一
米
七

0
糎
｀
短
径
一
米
四

0
糎
の
範
圃
内
に
径
四

0
糎
乃
至
二

0
糎
の
川
原
石
が
略
半
円
を
描
く
よ
う
に
配
石
さ
れ
、

そ
の
中
心
に
反
径
一
―-
0糎
、
短
径
—1
0糎
の
川
原
石
が
牲
か
れ
て
あ
り
そ
の
間
に
碁
石
朕
の
川
原
石
が
積
ま
れ
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
尚
半r
J
l朕の
川
原

石
は
過
去
に
お
い
て
は
円
形
を
な
し
て
い
た
も
の
が
、
西
側
は
後
批
あ
る
時
代
に
開
墾
な
ど
で
耕
作
さ
れ
た
際
、
鍬
先
に
か
＼
り
堀
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
も
の
で
あ
る
か
と
も
息
わ
れ
る
が
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
遺
梢
の
略
中
央
部

に
は
直
径
二
五
糎
、
深
さ
二
〇
糎
の
柱
穴
の
如
き
小
さ
な
穴
が
ロ
ー
ム
層
に
堀
り

込
ま
れ
て
い
た
。
穴
内
に
は
撹
乱
さ
れ
た
茶
褐
色
の
土
壌
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は

僅
か
な
木
炭
末
が
認
め
ら
れ
た
。
叉
こ
の
遺
構
の
碁
石
朕
の

111
原
石
の
中
に
短
冊

形
の
打
製
石
斧
が
一
個
混
在
し
て
発
見
さ
れ
た

3

（
第
三
図
）

（
第
三
図
版
第
二
図
、
同
第
一
―
―

図
参
照
）

第
五
競
址

第
一
次
調
査
の
折
り
既
に
一
度
調
在
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
址
は
そ
の
西
端

に
他
の
組
石
上
面
よ
り
、
高
さ
五
糎
突
出
し
た
立
石
が
あ
る
。
立
石
自
体
の
長
さ

は
七
五
糎
、
最
大
巾
一
―

1
0
糎
で
あ
っ
た
。
そ
の
立
石
周
辺
と
、
更
に
東
に
延
び

て
、
径
二

0
糎
ル
至
三
五
糎
大
の
川
原
石
と
五
糎
大
の
川
原
石
が
乱
雑
に
自
然
に

散
ら
ば
っ
た
よ
う
な
朕
態
に
埋
淡
し
て
い
た
。

こ
の
遺
構
に
も
ロ
ー
ム
肝
を
堀
り
込
め
た
竪
坑
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
調
在

し
た
と
こ
ろ
、
立
石
を
中
心
と
し
て
黄
褐
色
ロ
ー
ム
屑
中
に
入
り
こ
ん
で
茶
秘
色

の
撹
乱
さ
れ
た
士
屑
が
つ
ま
っ
た
穴
が
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
竪
坑
と
ロ
ー
ム
層

と
の
境
界
は
明
か
で
な
く
調
在
は
困
難
を
き
わ
め
た
。
計
澗
の
結
果
に
よ
れ
ば
、

竪
坑
は
口
径
は
略
南
北
に
必
径
二
米
二
七
糎
、
東
西
短
径
一
米
四
二
網
の
長
方
形

一-(7)-



る。 で
配
石
当
時
の
原
形
を
保
つ
て
い
る
も
の
と
考
へ
ら
れ

行
に
二
段
に
延
び
て
幣
然
た
る
形
を
保
つ
て
い
る
も
の

の
も
の
で
あ
っ
た
。
他
の
川
原
石
は
遺
構
の
長
軸
に
並

棒
朕
の
川
原
石
で
、
長
さ
は
五
七
糎
、
最
大
巾
ニ
―
二
糎

こ
の
遺
構
は
北
東
端
に
他
の

111
原
石
面
よ
り
高
さ
一
―
―

0
糎
地
表
暉
に
向
つ
て
突
出
し
た
立
石
が
あ
り
、
立
石

の
頭
部
は
発
掘
前
に
は
薄
く
土
を
か
ぶ
り
、
落
葉
の
下

に
僅
か
に
狸
も
れ
て
い
た
。
こ
の
立
石
は
花
薗
岩
質
の

／
 

第四図

芸嬬玲深~如塙 蕊芦謬万＿戸¥ii

二第 6 号址実測図

こ
~
 

（
第
四
図
、
第
四
図
版
第
一
図
）

本
址
も
四
号
、
五
号
址
同
様
紙
に
第
一
次
調
査
の
折
り
一
度
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
1

＾
蜻
址
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0/ 

。Co 
_.-:k. :,i,:: 

0 !fo紐
I , , , I 

．呵""'
... -.... _,c .:-:-:-:-,, .•.. ・・. ・-.. ・.・ ·.• ,.・.・.・ ・.・, ,._ .. _.. ―．↓ _ ...... , . 合 /'・'7支・''::-',::.. .' 

... _ 
. .-- .. -.. , • .. -,_ ., 

.... -・.. • .. ・ •,• 

--------------
.・-.:. _.c. :..--.:.-----------・;_・_;.:. ___キ．

第五図

の
穴
で
、
深
さ
は
四

0
糎
で
あ
っ
た
。

た
。
た
だ
底
面
の
茶
褐
色
土
壌
の
一
部
に
僅
か
黒
味
を
帝
び
た
と
こ
ろ
が
認
め
ら
れ
た
。

た
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
現
在
の
原
形
を
止
め
て
い
な
い
も
の
と
考
へ
る
。

第 7 号址実測図

り
穴
内
は
詳
細
に
調
査
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
茶
褐
色
土
壌
内
に
は
何
物
も
認
め
ら
れ
な
か
つ

て
は
少
し
大
き
過
ぎ
る
よ
う
で
あ

こ
の
穴
も
立
石
を
埋
浚
す
る
た
め
に
堀
ら
れ
た
も
の
と
し

つ
て
組
石
の
大
部
分
が
抜
き
取
ら
れ
破
壊
さ
れ

尚
本
号
址
の
組
石
は
後
世
の
開
墾
な
ど
に
よ

ー (8)-



る
耕
作
な
ど
に
よ
つ
て
一
部
が
破
壊

第
二
肝
の
茶
褐
色
士
肝
上
面
に
接

し
、
反
径
二
米

0
五
糎
、
短
径
一
米

・r
 

浚
し
て
い
た
。

た
め
、
中
央
に
巾
一
―

1
0糎
の
ト
レ
ン

叉
こ
の
遺
構
は
或
は
過
去
に
於
け

さ
れ
、
配
石
の
一
部
も
堀
り
出
さ
れ

し
き
跡
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

チ
を
掘
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
穴
ら

形
に
配
列
さ
れ
た
よ
う
た
朕
態
で
塊

ニ
C
糎
の
範
胴
中
に
径
約
一
〇
糎
ー

た
本
址
は
約
二
〇
糎
の
里
褐
色
士
肝

。゚

。
工。。。

C) 
0
 

遺
構
下
の
穴
の
有
無
を
調
杏
す
る

g ゚
)i::. .Jj;_ -- -

0
糎
の
川
原
石
を
使
用
、
略
半
円

。~ 

。゚

゜

ふ紐

~-----

第
七
競
址

第六図 第 8 号址実測図

今
回
の
調
任
で
は
兜
石
遺
構
下
の
ロ
ー
ム
層
を
堀
込
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
調
究
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
遺
構
下
に
長
径
二
米
二
五
糎
、
短
径
一
米
四

三
糎
、
深
さ
二
五
糎
の
柘
円
形
り
竪
坑
が
堀
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
竪
坑
の
内
部
に
は
撻
乱
さ
れ
た
茶
褐
色
士
壌
が
つ
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
中

に
微
細
な
炭
未
が
散
在
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
た
。
又
竪
坑
底
暉
に
接
し
て
一
五
糎
内
外
の
山
石
が
一
佃
発
見
さ
れ
た
。

こ
の
竪
坑
は
か
な
り
大
な
る
も
の
で
あ
り
、
立
什
を
即
浚
す
る
以
外
の
用
筵
を
も
つ
も
の
と
息
考
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

尚
竪
坑
中
央
下
部
に
僅
か
な
黒
色
有
授
土
ら
し
ぎ
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
士
を
採
集
し
渡
刃
直
経
氏
に
燐
分
析
を
お
願
い
し
た
。

（
第
五
図
、
第
四
図
版
第
二
図
）

調
牲
地
区
の
南
端
部
に
発
見
さ
れ

で
蔽
わ
れ
て
い
た
。

--(9)-
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第七図 第 9 号址実測図

y 

~ .. 

ー. --------

た
外
廓
の
列
石
は
石
自
体
の
長
軸
を
利
用
し
て
配
石
さ
れ
て
い
た
。

（
第
六
図
、
第
四
図
版
第
三
図
）

て
し
ま
っ
た
も
の
の
よ
う
に
も
恩
わ
る
。

第
九
競
址

第
入
競
址

本
遺
構
は
長
径
一
米
一
―

1
0
糎
、
短
径
一
米
一

0
糎
の
範
即
内
に
、
略
三

0
糎
乃
至
二

0
糎
大
の
川
原
石
を
、
底
面
を
茶
稿
色
土
肝
の
上
面
に
接
し
て
略

円
形
に
配
石
し
、
そ
の
中
に
略
径
一

0
糎
門
外
の
碁
石
肱
父
は
こ
れ
に
類
す
る
形
の
川
原
石
を
使
っ
て
、

尚
こ
の
遺
構
は
発
掘
前
に
は
約
二
五
糎
の
黒
褐
色
士
肝
下
に
埋
淡
さ
れ
て
い
た
。

父
更
に
中
に
つ
ま
つ
て
い
る
石
を
と
り
上
げ
て
ゆ
く
と
、
外
廓
の
列
石
の
下
側
に
、
外
廓
の
列
石
に
重
っ
た
よ
う
た
朕
態
で
、
内
部
に
も
大
形
な
石
が

二
重
に
少
し
せ
り
出
し
気
味
に
配
れ
さ
れ
て
お
り
、
本
遺
情
の
配
石
構
造
は
相
当
複
雑
た
も
の
で
あ
れ
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

父
こ
の
遺
構
下
に
長
径
一
米
、
短
径
八

0
糎
、
深
さ
三

糎
の
不
幣
円
形
の
竪
坑
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

が
、
四
竪
坑
内
に
は
茶
褐
色
の
撹
乱
さ
れ
た
土
域
が
充
満

又
逍
構
周
辺
に
約
二

0
個
ほ
ど
の
川
原
石
が
散
在
し
て

い
た
が
、
こ
れ
が
袢
つ
て
遺
梼
の
外
周
に
咆
石
さ
れ
た
も

の
の
一
部
が
残
什
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
父
遺
構
の
一
部

が
過
去
に
於
て
破
壊
さ
れ
散
在
し
た
も
の
か
、
い
づ
れ
と

も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

尚
本
遺
梼
の
内
部
配
石
中
よ
り
形
式
不
明
の
縄
文
式
〇

小
土
器
片
が
九
片
出
土
し
て
い
る
。

（
七
図
、
第
五
図
版
第
一
閃
）

長
径
一
米
ニ
ニ
飼
、
短
径
一
米
四
七
糎
の
範
四
内
に
配

石
さ
れ
た
本
遺
構
は
発
掘
前
に
は
約
二
五
糎
内
外
の
黒
褐

し
て
い
た
の
み
で
、
他
に
何
物
も
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
面
に
敷
き
鎚
べ
た
も
の
で
、
円
形
に
酌
石
し

．ァ

ーC10)一
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第八図 第 10号址実測図

た
。

（
第
九
図
、
第
五
閃
版
第
三
図
、
第
六
図
版
第
一
図
）

色
土
肝
を
か
ぶ
つ
て
い
た

3

遺
構
は
三

0
網
Ji
登
一
五
糎
大
の
川
原
石
で
構
成
さ
れ
、
形
朕
は
略
東
南
端
部
に
発
掘
両
よ
り
（
茶
褐
色
士
唐
面
）

1
1
0
 

糎
の
高
さ
の
立
石
（
自
体
り
長
さ
五
こ
糎
、
最
大
巾

・10
糎
）
が
あ
り
、
こ
の
立
石
を
四
む
よ
う
な
朕
態
で
、
略
三
列
に
西
北
に
延
び
て
配
石
さ
れ
て
い

こ
れ
は
第
一
次
調
在
の
際
に
調
在
し
た
第
一
号
址
と
類
似
す
る
例
で
あ
る
。

父
遺
構
下
部
の
賂
坑
の
什
在
を
た
し
か
め
る
た
め
、
立

11
を
取
り
除
い
て
調
在
し
た
が
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

第
一
〇
鯖
址

本
遺
構
は
第
一
屑
り
黒
褐
色
土
肝
下
―
―

-C)
桐
内
外
の
深
さ
の
茶
術
色
士
肘
訓
に
、
長
径
．
一
米
六

0
糎
、
短
径
二
米
^
10
糊
の
範
四
に
径
四

0
糎
ル
至
＾
一

C
糎
内
外
の
川
原
石
を
使
川
し
て
酌
什
さ
れ
た
逍
構
で
あ
る
が
、
本
逍
構
も
ま
た
過
去
に
お
い
て
耕
作
な
ど
で
一
部
の
石
が
堀
り
取
ら
れ
な
ど
し
て
、
か

て
い
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

叉
木
遺
構
で
は
川
原
石
の
中
に
混
じ
つ
て
巾
二

0
糎
ほ
ど
の
半
分
に
わ
れ

た
石
皿
が
川
原
石
に
の
つ
て
臥
せ
ら
れ
た
欣
態
で
出
士
し
た
が
、
こ
の
石
皿

は
裏
面
に
低
い
足
を
二
個
も
つ
て
い
る
の
で
、
完
形
で
す
れ
ば
対
に
二
個
づ

つ
あ
る
、
糊
文
文
化
中
期
以
降
に
普
通
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
遺
構

を
構
成
す
る
川
原
石
に
混
じ
て
、
他
の
石
と
同
一
用
途
に
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
お
本
遺
梢
の
川
原
石
の
間
か
ら
も
形
式
不
明
の
縄
文
式
の
小
土
器
が
二

片
出
土
し
た
。

第
一
ー
競
址

本
遺
構
は
第
一
層
渠
褐
色
土
肝
に
二

0
糎
内
外
お
4

わ
れ
、
第
二
層
茶
褐

色
土
贋
の
上
面
に
配
石
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
他
の
各
号
址
と
同
じ
で
あ
っ

な
り
の
破
壊
を
受
け
て
い
る
も
の
の
如
く
で
、
即
石
当
時
の
原
形
を
と
ど
め

（
第
八
図
、
第
五
図
版
第
二
図
）

ーC11)-・ 
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第九図 第 11号址実測図

配
石
さ
れ
て
い
た
。

微
麓
認
め
ら
れ
た
外
、
他
に
何
物
も
出
土
し
な
か
っ
た
。

褐
色
の
撹
乱
さ
れ
た
土
壊
が
つ
ま
つ
て
い
て
、

木
炭
末
が

は
中
心
部
に
向
つ
て
深
く
な
っ
て
い
た
。
竪
坑
内
に
は
茶

遺
桔
の
略
坑
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
緊
坑
の
底
面

は
逍
栖
の
大
き
さ
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
前
記
各

〇
糎
、
深
さ
四
〇
飼
の
竪
坑
が
発
見
さ
れ
た
が
、
こ
の
穴

又
こ
の
遺
構
の
下
に
は
、
東
西
径
七
五
糎
、
南
北
径
六

の
と
思
わ
れ
る
。
（
第
七
図
版
右
写
其
）

間
使
用
し
た
後
、
こ
の
石
造
逍
構
の
配
石
に
利
用
し
た
も

尚
本
遺
構
は
仄
径
一
米
、
短
径
七

0
械
の
範
且
に
、
東
瑞
に
石
皿
を
長
軸
を
縦
位
に
し
て
立
て
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
南
側
へ
長
径
三
三
糎
と
五
―
―
一
糎

の
二
個
の
扁
平
な
川
原
石
を
長
軸
を
横
に
し
て
垣
の
如
く
立
て
拉
べ
、
石
皿
の
北
側
に
も
や
4
扁
牛
な
川
原
石
が
長
軸
を
横
に
し
て
一
個
縦
に
配
石
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
石
皿
を
中
心
と
し
た
縦
位
い
列
石
の
内
部
は
径

”-0飼
内
外
の
川
原
石
が
是
軸
を
束
西
の
方
向
に
と
り
、
略
南
北
に
二
列
に
敷
き
鎚
ぺ
て

尚
西
端
部
の
川
原
石
は
風
化
し
た
た
め
か
＂
者
し
く
づ
れ
て
い
た
。

本
遺
構
は
小
さ
い
な
が
ら
整
然
と
王
と
ま
つ
て
お
り
、
遺
構
が
作
ら
れ
た
後
、
殆
ど
今
日
ま
で
破
壊
を
党
け
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
た
だ
石
皿
は
立
石
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
頭
部
は
地
表
下
数
糎
の
深
さ
に
あ
り
、
往
時
の
耕
作
の
際
な
ど
に
、
そ
の
鍬
先
が
石
皿
上
面
に
何
度
か
あ

た
っ
た
模
様
で
、
そ
の
上
面
に
は
鍬
の
き
ヂ
痕
と
山
心
わ
れ
る
も
の
が
か
な
り
認
め
ら
れ
、
叉
そ
の
た
め
に
破
損
し
た
も
の
石
皿
は
三
つ
に
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
石
皿
は
誌
径
四

0
糎
、
短
径
二
三
糎
ほ
ど
の
不
整
五

角
形
で
、
石
皿
の
表
面
に
は
緑
が
あ
り
、
緑
の
一
ヶ
所
は

切
れ
て
、
そ
の
部
位
が
突
出
し
片
口
を
な
し
て
い
た
。
捏

淡
時
に
は
こ
の
片

n
の
あ
る
側
が
下
に
な
っ
て
い
た
。
父

石
皿
の
中
央
部
は
か
な
り
に
脊
滅
し
て
お
り
、
相
当
長
期

ーC12)-



r
 0 

。
5o紐

――← 
::£:::. ~ ~ 

第十図 第 12号址実測図

る
。
裏
面
に
は
円
形
の
低
い
四
つ

凹
部
は
か
な
り
に
磨
減
し
、
相
当

使
用
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

楕
円
形
に
一
段
と
凹
ん
で
お
り
、

遺
構
の
石
組
の
間
か
ら
は
、
形
式
不
明
の
縄
文
式
小
土
器
片
が
二
片
出
土
し
た
。

｀
 

E
滅
一
＿
一
鵠
址
（
第
一

0
図
、
第
六
閑
版
第
一
一
図
、
同
第
一
二
図
[
)

い
る
こ
と
は
他
・
と
同
様
で
、
長
径

●
本
遺
構
は
第
一
屈
無
褐
色
土
肝
に
一
―

1
0糎
内
外
お
し
わ
れ
、
第
二
肝
茶
褐
色
七
肝
上
両
を
底
廊
と
し
て
咆
石
さ
れ
て

、
石
皿
の
両
側
に
各
々
仄
鰭
を
北
、
西
に
向
け
て
、
長
径
略
四

・
一
米
一
五
糎
、
短
径
九
五
糎
の
範
仙
内
の
略
南
東
部
に
、
石
皿
を
長
軸
ゎ
縦
に
し
て
立
て

五
糎
と
四

0
糎
大
の
川
原
石
が
対
称
的
に
配
石
さ
れ
、
石
皿
の
前
面
に
は
長
径
・
一
五
網
の
固
手
た
上
方
形
の

III
脱
石
が

4
辺
を
石
皿
と
平
行
に
、
そ
れ
よ

霞り北
西
前
面
の
川
原
石
よ
り
は
一
段
と
低
く
配
石
さ
れ
て
い
た
。

れ
た
よ
う
な
朕
態
に
敷
き
並
べ
ら

れ
て
い
た
。

本
遺
構
に
配
石
さ
れ
て
い
た
石

皿
は
極
め
て
形
の
竪
っ
た
も
の
で

（
第
七
図
版

Li
写
真
参
照
）
長
径

五
〇
糎
、
短
径
一
―

1
0
糎
の
略
長
方

形
の
も
の
で
、
表
面
は
四
周
に
緑

が
と
ら
れ
て
お
り
、
中
央
部
は
長

乃
至
一
〇
飼
大
の
川
原
石
が
積
ま

う
な
形
で
、
北
西
に
は
径
二

0
糎

的
大
き
な
川
厭
石
に
圃
ま
れ
た
よ

叉
前
記
の
石
皿
の
両
側
の
比
較

-(13)-



（
第
一
二
閃
、
第
八
閃
版
第
二
図
）

弱
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

片
が
一
二
片
出
土
し
た
。

第十一図 第 13号址実測図

〇
糎
大
の
川
原
石
が
一
列
に
配
石
さ
れ
て
い
た
。
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足
が
あ
り
、
こ
の
両
側
の
四
つ
足
と
四
隅
を
結
ん
で
、
長
辺
の
両
隅
よ
り
対
称
的
に
中
心
部
へ
向
つ
て
孤
朕
に
隆
線
が
浮
彫
さ
れ
て
い
た
ぐ
こ
の
石
皿
も

第
一
―
サ
址
の
石
皿
同
様
、
往
時
の
開
墾
な
ど
の
際
に
鍬
先
で
も
あ
た
っ
た
も
の
か
卜
緑
が
破
壊
さ
れ
、
四
つ
に
割
れ
が
入
っ
た
ま
L

立
っ
て
い
た
。

叉
こ
の
遺
構
下
に
は
長
径
九

0
糎
、
短
径
七
五
糎
、
深
さ
二
八
網
の
不
蔑
円
形
の
竪
坑
が
あ
っ
た
。
略
坑
中
に
は
位
乱
さ
れ
た
茶
褐
色
士
謄
が
堆
積
し

て
い
た
の
み
で
、
他
に
何
物
も
出
土
し
な
か
っ
た
。

又
石
糾
中
に
一
片
、
遺
構
外
に
一
片
、
形
式
不
明
の
縄
文
式
小
土
器
片
が
出
土
し
た
。

第
―
―
―
一
蜻
址

（
第
一
―
図
、
第
八
図
版
第
一
図
）

本
遺
梢
は
三
五
糎
ほ
と
の
黒
褐
色
士
屈
を
か
ぶ
り
、
長
径
一
米
四
五
糎
、
短
径
九
五
糎
の
範
凹
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
発
掘
面
か
ら
一
―

1
0
糎
の
高
さ
を
も
っ

立
石
（
自
体
の
辰
さ
は
六

0
糎
、
最
大
巾
二
五
糎
）
が
南
に
傾
斜
し
て
立
つ
て
い
た
。
こ
の
立
石
を
略
中
央
に
し
て
、
南
北
の
方
向
に
径
三
五
糎
乃
全
二

こ
の
遺
構
下
に
は
長
径
一
米
一

0
糎
、
短
径
九
七
糎
、
深
さ
二
五
糎
内
外
の
不

整
円
形
の
竪
坑
が
あ
り
、
畷
坑
内
に
は
他
の
竪
坑
と
同
様
に
撹
乱
さ
れ
た
茶
褐
色

の
士
壌
が
つ
ま
つ
て
お
り
、
大
木

9
式
か
と
思
わ
れ
る
磨
消
縄
文
あ
る
胴
部
士
器

叉
本
遺
構
人
配
石
後
、
開
墾
、
耕
作
な
ど
に
よ
つ
て
後
世
破
壊
を
う
け
た
よ
う

な
痕
跡
が
殆
ど
認
め
ら
れ
た
い
例
で
あ
る
。
立
石
の
傾
斜
は
周
即
の
根
締
め
石
の

第
一
四
蜻
址

本
洪
構
は
径
四

0
糎
ル
至
二

0
糎
程
度
の
川
原
石
を
略
径
一
米
の
正
方
形
に
外

旧
に
配
列
し
、
内
部
に
は
径
二
五
糎
よ
り
十
糎
未
油
の
小
形
な
川
原
石
を
碓
然
と

敷
き
並
ぺ
た
如
く
配
石
し
た
も
の
で
、
発
掘
前
に
は
第
一
肝
の
黒
褐
色
土
肝
を
.
-

七
糎
ほ
ど
上
面
に
か
ぶ
つ
て
い
た
。

叉
遺
構
下
の
調
在
を
行
う
た
め
中
央
部
の
配
石
を
と
り
除
い
て
試
揺
し
て
み
た

ーC14)-
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約一―

-
0
糎
の
厚
さ
に
第
一
肝
で
あ
る
黒
褐
色
土
肝
を
か
ぶ
つ
て
い
る
本
い
烹
応
）
＼
―

第
一
六
競
址

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
又
ほ
ゞ
中
央
附
近
に
数
ヶ
所
径
―
―

-
0
糎
、
深

さ一―

1
0
糎
の
ピ
ッ
ト
を
掘
っ
た
の
で
あ
る
が
、
竪
坑
の
有
無
を
判
然
と
さ

（
第
一
四
図
、
第
九
図
版
第
一
図
）

せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
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二図 第 14 号址実測図

第
＿
五
蜻
址

二
0
糎
ほ
ど
の
黒
褐
色
士
肘
を
か
ぶ
つ
て
い
る
本
遺
構
は
長
径
一

米
八

0
網
、
短
径
一
米
五

0
桐
の
範
圃
に
、
一
二
五
糎
乃
至
一

0
糎
内

外
の
川
原
石
を
不
規
則
に
散
在
さ
せ
て
い
る
が
、
意
識
的
に
こ
の
よ

う
に
配
石
し
た
も
の
か
、
開
墾
の
鍬
に
か
ヽ
っ
た
も
の
か
今
と
な
っ

て
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
恐
ら
く
は
破
壊
さ
れ
て
、
こ
の
よ
う
に

っ
た
。

こ
—y,-~ = 必こ'

第十三図 第 15号址実測図

（
第
一
三
図
、
第
八
図
版
第
三
図
）

の
で
あ
っ
た
が
、
遂
に
竪
坑
ら
し
い
施
設
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
か

-(15)--



い
づ
れ
が
中
心
で
あ
る
か
も
判
然
と
し
な
い
も
の

址
同
様
、
二
五
糎
Ji
至
一

0
糎
内
外
の

Ill
原
石
が
散
在
し
て
、

的

に

破

壊

さ

れ

て

し

ま

っ

た

も

の

で

あ

ろ

う

と

思

わ

れ

る

。

で

、

後

世

の

間

墾

惰

の

お

り

に

微

底

第
二
肝
直
上
で
形
式
不
明
の
小
土
器
片
五
片
が
出
土
し
た
。

又
こ
の
遺
構
略
巾
央
部
の
配
石
面
、

第
一
七
魏
址
（
第
一
五
図
、
第
九
図
版
第
二
図
）

ク
の
黒
褐
色
土
肝
を
か
ぶ
つ
て
お
り
、
南
間
に
お
い

本
遺
構
は
二

0
糎
内
ト

め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
郎
ち
ほ
ゞ

て
や
上
原
形
を
と
ゞ
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第十四図 第 16号址実測図
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第
一
八
競
址

ご0:>0
ーぷ二．ー-------・・一・;勺―-----・・— 

こ〉
ou 

。
So峨

（
第
一
六
図
、
第
九
閃
版
第
一
二
図
）

第十六図 第 18号址測図

半
円
を
え
が
く
よ
う
に
径
二
〇
糎
内
外
の
川
原
什
を
咆
れ
し
、
父
一
部
に
二
重
に
組
ん
で
つ
ま
れ
た
よ
う
た
個
所
が
認
め
ら
れ
た
。
父
北
部
に
は
約
径
一
―
―

五
糎
の
大
形
な
川
原
石
が
あ
り
、
こ
の
川
凹
に
は
小
さ
な
川
原

1
が
浮
い
た
よ
う
た
賊
態
で
乱
雑
に
お
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
見
て
、
後
批
破
坑
を
受

け
、
抜
き
取
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、
父
こ
の
小
石
は
か
な
り
に
動
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
遺
梢
の
構
造
は
破
製
を
受
け
る
以
前
に
は
第
八
号
純
に
類

似
す
る
形
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
息
わ
れ
る
。
現
遺
栖
の
大
き
さ
は
長
径
一
米
六

0
糎
、
短
径
一
米
四

0
糎
で
、
遺
梢
下
に
整
坑
の
所
在
を
調
牡
し
た

が
判
然
と
し
な
か
っ
た
。

第
一
府
の
限
褐
色
土
肘
に
：
パ
い
御
ほ
ど
お
ヽ
わ
れ
て
い
る
本
遺
構
は
、
国
一
〇
糎
内
外
の
川
厭
石
を
直
径
約
一
米
の
円
形
に
一
列
に
閉
“
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
円
形
に
陀
れ
さ
れ
た
南
側
の
一
部
は
後

茶
褐
色
土
肝
の
上
面
が
僅
か
に
凹
ん
で
い
る
こ
と

が
注
意
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
人
為
的
な
も
の
で
あ

（
第
一
七
図
）

第
一
八
号
址
に
接
し
、
第
一
八
号
叶
類
似
の
構

造
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
後
泄

の
破
壊
が
甚
し
く
、
明
確
な
原
形
を
把
握
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
現
在
の
石
が
散
在
す
る

発
見
し
得
な
か
っ
た
。

第
一
九
競
址

叉
遺
構
下
に
陪
坑
の
所
在
を
胴
在
し
た
が
遂
に

っ
た
。

る
か
、
自
然
の
も
の
で
あ
ろ
か
は
判
然
と
し
た
か

川
原
石
に
よ
っ
て
阿
ま
れ
た
内
部
は
第
：
丘
国
の

た
。 樅

抜
き
取
ら
れ
た
も
の
か
、
石
が
欠
除
し
て
い

ー C17)-



下
に
は
そ
の
痕
跡
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

菓
ニ
ー
競
址

東
端
部
を
上
に
し
て
立
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

父
遺
構
下
に
竪
坑
の
有
無
を
調
査
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
遂
に
本
遺
構

（
第
一
九
｀
二
〇
図
、
第
一
〇
図
版
第
二
図
）

本
遺
構
は
第
一
肝
の
黒
褐
色
土
屈
に
約
二
五
糎
お
し
わ
れ
て
お
り
、
長

の
石
は
東
端
部
よ
り
西
端
部
へ
傾
斜
し
て
埋
淡
し
て
お
り
、
配
石
当
時
は

石
ま
で
を
使
用
し
．
紳
然
と
散
り
ば
め
た
如
ぎ
朕
態
に
加
皿
か
れ
て
い
た
。

父
南
端
部
の
柱
朕
の
川
原
石
は
、
東
側
の
一
端
に
割
れ
が
入
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
開
墾
な
ど
の
際
に
鍬
先
に
か
ヽ
っ
た
＼
め
と
も
考
え
ら
れ
、
叉
こ
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第十八図 第 20号址実測図

第十七図

開
内
に
径
約
四

0
飼
大
の
川
原
石
か
ら
一

0
糎
未
泊
の
小

団
の
方
向
に
横
た
わ
り
、
そ
の
北
側
に
は
一
米
平
方
の
範

第 19号址灰測図

第―

1
0競
址

（
第
一
八
図
、
第
一

0
図
版
第
一
図
）

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
遺
構
の
南
端
部
に
は
長
さ
六

0
糎、

巾―

-
0
糎
ほ
ど
の
柱
朕
の
安
山
岩
質
の
川
原
石
が
、
略
東

本
遺
梢
は
第
一
層
の
黒
褐
色
士
肝
に
一
五
師
内
外
お
4

っ
た
。

範
囲
は
東
西
径
二
米
六

0
糎
、
南
北
径
一
米
四

0
糎
で
あ

-(18)-
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本
遺
構
に
一

連
の
閲
連
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

逍
構
下
に
竪
坑
の
有
無
を
訊
へ
た
が
判
然
と
し
た
か
っ
た
。
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第 十九 図第 21号 址 実 測 図

本
遺
構
は
造
蛍
後
に
人
為
的
な
変
貌
を
見
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ

る
。
又
ひ
さ
ご
形
の
配
石
を
取
り
か
こ
む
よ
う
に
点
在
す
る
川
原
石
は れ

の
石
で、

石
は
か
な
り
密
接
し
て
、

た
。

つ
め
合
せ
た
如
く
配
石
さ
れ
て
い

い
る
。
本
遺
構
に
使
用
さ
れ
た
111
原
石
は
径
三
〇
糎
乃
至
一
〇
糎
内
外

西
方
向
よ
り
中
央
部
の
両
側
が
石
が
欠
除
し
て
、

ぴ
さ
ご
形
を
な
し
て

径
二
米
九
〇
糎
、
短
径
二
米
六
〇
糎
の
範
即
内
に
配
石
が
あ
り、

略
東

ー C19)-
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第二十一図 第 22号 址実測図

第
二
肝
表
面
の
除
土
作
業
中
形
式
不
明
の
縄
文
式
小
土
器
片
が
四
片
出
土
し
た
。
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第二十二図 第 23号址実測図

菓
＿
＿
＿
一
蜻
址

砿
第
二
云
凶
、
第
一
〇
図
版
第
三
図
）

本
遺
構
は
第
一
層
の
黒
褐
色
土
層
に
二
五
糎
内
外
お
ト
わ
れ
て
お
り
、
遺
構
の
範
囲
は
か
な
り
大
き
く
、
長
径
四
米
二
五
糎
、
短
径
二
米
六
五
糎
あ

り
、
こ
の
範
即
内
に
不
規
則
に
大
小
の
石
が
散
在
し
て
い
る
逍
梢
で
、
後
世
の
開
墾
、
耕
作
な
ど
の
時
に
徹
底
的
に
破
壊
を
う
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思

ーC20)-
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第二十三図第 24号址実測図
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第二十四図 第 25号址実測図

第
二
三
肇
址

（
第
二
二
図
）

本
遺
構
は
長
径
二
米
九
〇
糎
、
短
径
二
米
一
―

10
糎
の
範
囲
内
に
第
二
二
号
址
同
様
、
大
小
の

川
原
石
が
不
規
則
に
散
在
す
る
遺
構
で
、
黒
褐
色
士
贋
下

の
と
思
わ
れ
る
。
第
二
謄
上

岡

配

石
面
で
形
式
不
明
の
縄
文

二
0
糎
糎
内
外
の
深
さ
に
埋
浚
さ
れ
に
い
た
。
本
遺
構
も
亦
、
後
泄
の
破
壊
を
受
け
た
も

式
土
器
片
二
三
片
と
、
大
木

8
h
式
の
土
器
片
が

一
片
出
土
し
た
。

第
一
＿
四
鍼
址

（
第
二
三
図
)

米
九
〇
糎
の
範
即
内
に
JI
原
石
が
不
規
則
に
散
在

本
遺
構
は
第
一
暦
の
黒
褐
色
土
肝
に
三
五
糎
内
外
お
し
わ
れ
て
お
り
、
長
径
二
米
五
五
糎
、
短
径
一

-(21)-



第二十五区l

住

西南部よ りト レン チ全景

が
墜
然
と
し
て
お
り
、

竪
坑
を
掘
っ
た
と
思
わ
れ
る
跡
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。

居

址

す
る
も
の
で
、

第
二
二
、
二
三
号
址
同
様
、
後
世
に
徹
底
的
に
破
壊
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
遺
構
内
よ
り
形
式
不
明
の
縄
文
式
土
器
片
、

一
六
片
と
大
木

8
h
式
の
土
器
片
が

一
片
発
見
さ
れ
て
い

る
。

第
二
五
競
址

（
第
二
四
図
、
第
一
―
図
版
第

一
図
）

木
遺
構
は
第

一
層
の
黒
掲
色
土
層
に
二
五
糎
内
外
お
L
わ
れ
て
お
り
、

長
径
二
米
二
〇
糎
、
長
径

一
米
二
五
糎
の
範
四
内
の
北
側
に
は
直
径
約
九
十
糎

の
半
円
形
の
組
石
遺
構
が
あ
り
、
こ
の
遺
構
は
長
さ
一

五
糎
内
外
の
比
較
的
細
長

い
川
原
石
を、

石
の
長
軸
を
利
用
し
外
周
に
牛
円
形
に
配
石
し、

そ
の

内
側
は
長
軸
を
円
の
中
心
部
に
向
け
放
射
欣
に
曖
然
と
配
石
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
南
西
部
は
川
原
石
が
雑
然
と
廣
範
囲
に
散
在
し、

北

側
の
整
然
た
る
遺
構
の
南
半
部
が
後
世
耕
作
な
ど
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
際
に、

飛
散
し
て

地
中
に
磯
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

又
遺
構
下
に
竪
坑
の
所
在
を
た
し
か
め
る
た
め
、
組
石
の
一

部
を
と
り
除
い
て
、

そ
の
中
心
部
と
思
わ
れ
る
地
域
を
発
掘
し
て
み
た
が
、
地
層
の
層
序

石
逹
遺
構
群
の
中
心
地
と
思
わ
れ
る
地
域
に
、
ほ
ゞ
東
北
よ
り
西
南
の
方
向
に
長
さ
三
六
米
、

巾

一
米
五

0
糎
の

ト
レ
ン

チ
を
発
掘
し
た
。

ロ
以
上
江
坂
輝
蝸
、
菊
池
啓
次
郎
記
）

ト
レ

ン
チ
の
東
北
部
に
お
い
て
、
小
石
が
若
千
散
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
石
造
逍

構
の
破
壊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
碑
認
し
得
な
か
っ
た
。

ト
レ
ン

チ
内
の

地
屈
の
暦
序
は
第
一

層
の
黒
褐
色
土
屈
が
二
五
糊
乃
至
三
五
糎
あ
り
、
第
二
暦

の
茶
褐
色
土
暦
は

一
〇
糎
乃
至
二
五
糎
あ
り
、
以
下
は
泌
祝
色
ロ

ー
ム
屈
と
な
っ

て
い
た
。

本
遺
跡
は
石
造
逍
梢
群
地
域
の
東
方
約
一

Ji
o米
、
石
辿
逍
構
群
地
域
よ
0
台
上
の
＇砂
付
甜

に

あ
り、

遺
跡
は
台
卜
畑
地
よ
り
、
煽
五
郎
堤
の
あ
る
谷
に
向
っ

て
の
北
斜
面
IT
の
び
て
い

る。

調
査
日
誌
に
も
記
し
た
如
ぐ
、
昭
和
二
じ
年
四
月
五
日
、
台
ヒ
畑
地
の
北
斜
廊
に
近

い、

縄
文

式
文
化
中
期
の
土
器
片
が
多
載
に
散
布

し

て

い
る
地
域
を
選
び
．
東
南
部
よ
り
西
北
部
に
向

つ

ト
レ
ン
チ

（
第
二
五
図
）
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第二十六図

石
や
、
復
原
可
能
土
器
、
炉
址
な
ど
が
発
見

土
層
中
に
あ
り
、
黒
稿
色
土
暦
が
か
た
＜
踏

こ
の
住
居
址
は
地
表
面
下
約
三

C
糎
の

黒

み
か
た
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ヒ
に
木
片
な

ど
の
燃
え
残
り
の
炭
化
物
の
薄
層
が
あ
り
、

こ
の
面
に
厚
さ
六
糎
、

径一
―¥0
糎
内
外
の
平

で
き
た
。

た
よ
う
な
プ
ラ
ン
を
明
ら
か
に
す
ろ
こ
と
が

は
げ
し
く
な
り
、
炉
址
を
撮
影
、
本
格
的
調

澤

査
は
夏
休
以
降
に
延
期
と
し
、
一
応
調
査
を

IIJ2 
中
止
す
る
。

＇ 

i-
実
一

址

一
9

八
月
一
八
日
、
ふ
た
た
び
こ
の
住
居
址
を

発
掘
．
二
六
図
の
住
居
址
、

平
面
図
に
示
し

居住

居
址
で
あ
ろ
う
か
°
午
後
三
時
頃
よ
り
降
雨

色
土
府
が
踏
み
か
た
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

て
．
長
さ
五

0
米
、
巾

一
米
五
〇
糎
の
ト
レ
ン
チ
を
発
掘
し
た
。
ト
レ
ン
チ
内
か
ら
は
第
一
二
図
版
第
三
図
Ko
示
し
た
如
き
縄
文
式
文
化
中
期
の
大
木

7

a
式
よ
り
大
木

9
式
に
至
る
間
の
各
形
式
の
土
器
片
が
器
し
く
出
土
し
、
こ
の
外
安
山
岩
質
の
岩
石
で
作
ら
れ
た
短
冊
形
の
打
製
石
斧
な
ど
が
川
土
し

た。
又
伺
日
午
後
、
ト
レ
ゾ
チ
西
北
部
で
黒
秘
色
土
層
中
に
黒
褐
色
土
屈
を
陪
み
か
た
め
た
、
住
居
址
の
床
面
ら
し
き
場
所
を
努
見
す
る
。

二
六
日
は
午
後
．
雨
中
を
昨
日
に
引
続
き
、
こ
の
住
居
址
ら
し
き
地
域
を
調
査
、
口
縁
と
底
部
を
欠
い
た
径
三
九
糎
の
大
木

9
式
深
鉢
形
土
器
を
炉
縁

と
し
た
炉
址
を
発
見
、
こ
の
炉
址
の
周
辺
半
径
約
一
米
内
外
の
質
さ
に
、
大
休
炉
緑
の
高
さ

に
厚
さ
三
糎
内
外
の
薄

い
木
炭
屈
が
あ
り
、
そ

の
下
の

黒
褐

判
明
し
た
。
火
災
を
起
し
て

廃
稟
さ
れ
た
住
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さ
れ
た
の
で
、
住
居
址
で
あ
る
こ
と
は
判
然
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
住
居
址
は
当
時
の
地
表
面
よ
h
若
干
堀
り
下
げ
た
と
こ
ろ
に
床
面
を
設
け
た
竪

穴
住
居
で
あ
っ
た
か
、
地
平
面
を
床
而
と
し
た
平
地
住
居
で
あ
っ
た
か
は
全
く
不
明
で
あ
り
、
叉
仕
居
址
の
範
即
な
ど
も
床
面
が
路
み
か
た
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
と
、
木
炭
の
薄
暦
の
延
び
て
い
る
こ
と
な
ど
で
、
そ
の
大
略
の
と
こ
ろ
を
推
知
し
得
る
の
み
で
、
平
面
形
が
円
形
の
も
の
で
あ
っ
た
か
、
方
形
の

叉
こ
の
住
居
址
の
所
在
地
附
近
は
黒
褐
土
の
堆
積
が
か
な
り
に
厚
い
地
域
で
、
床
面
下
五

0
糎
Jj
至
七

0
糎
の
黒
褐
土
屑
を
経
て
茶
褐
色
士
屈
と
な
っ

前
記
の
如
く
床
面
が
ロ
ー
ム
屈
上
又
は
ロ
ー
ム
暦
下
に
な
い
た
め
、
壁
、
柱
穴
な
ど
の
遺
構
の
確
認
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
木
炭
末
の
薄
暦
の
所
在

範
国
を
大
略
住
届
址
内
と
考
へ
、
炉
址
を
中
心
に
略
東
西
に
木
炭
暦
を
追
及
し
た
結
果
、
炉
址
を
中
心
に
、
東
々
北
か
ら
西
々
南
へ
五
米
一
―

・10
糎
の
範
囲

に
木
炭
層
の
什
在
を
確
認
し
た
。

叉
炉
址
の
東
々
南
、
木
炭
層
の
東
々
南
隅
で
、
滸
さ
に
ふ
せ
ら
れ
た
小
鉢
形
土
器
と
キ
ャ
リ
パ
形
深
鉢
土
器
な
ど
が
出
土
（
第
一
二
図
版
第
一
図
参

照
）
そ
の
下
か
ら
土
偶
胴
部
破
片
が
出
土
し
た
。
主
炉
よ
り
略
二
米
七

0
糎
の
場
所
で
あ
っ
た
。

斎
炉
の
問
辺
部
、
東
二
米
三
〇
糎
、
東
北
一
米
六

0
糎
、
西
北
睛
一
迷
―

1
0
糎
、
南
々
東
略
一

1

米
の
場
所
に
前
記
し
た
径
約
一
―

1
0
糎
、
厚
さ
六
師
内

外
の
平
石
が
床
皿
上
に
謹
か
れ
て
い
た
Q

こ
れ
は
住
居
逍
構
に
何
等
か
の
凋
係
す
る
も
の
と
衿
え
る
。
尚
南
々
東
の
も
の
は
小
さ
な
も
の
が
四
個
で
あ
っ

父
主
炉
の
真
西
よ
り
僅
か
北
よ
り
、
一
来
一

0
糎
の
場
所
に
径
一

0
糎
、
深
さ
一
米
―

C
糎
の
士
が
柔
か
い
、
宜
直
な
穴
ら
し
き
も
の
を
発
見
し
た

が
、
こ
れ
は
木
の
根
の
あ
っ
た
跡
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
叉
炉
の
直
東
よ
り
僅
か
北
に
ふ
れ
た
一
米
九
〇
糎
の
と
こ
ろ
に
径
一
八
網
、
深
さ

三
五
糎
の
同
様
な
穴
ら
し
き
も
の
を
発
見
し
た
が
、
こ
の
穴
ら
し
き
も
の
の
中
か
ら
は
小
石
と
土
器
片
が
発
掘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
穴
は
ポ
ー
リ
ン
グ
棒

で
茶
褐
色
士
肝
ま
で
の
深
q

：
を
調
在
中
に
良
く
さ
L

る
土
の
柔
か
な
部
分
と
し
て
気
附
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
第
一
―
図
版
第
一
二
図
参
照
）
尚

叉
第
二
図
版
第
二
図
に
示

t
た
住
居
址
全
娯
写
直
撮
影
後
、
、
モ
炉
の
炉
緑
に
使
川
さ
れ
た
土
器
を
堀
り
上
げ
よ
う
と
、
主
炉
閲
辺
の
木
炭
府
を
発
掘

中
、
主
炉
の
西
側
に
口
緑
と
底
部
を
欠
い
た
径
崎
一
〇
糎
の
深
鉢
形
土
器
と
炉
緑
に
使
Jij
し
た
副
炉
が
発
見
さ
れ
た
。

主
炉
で
は
灰
、
燒
士
の
歴
が
七
糎
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
副
炉
で
は
数
糎
で
あ
り
、
副
炉
の
炉
緑
は
・
干
炉
の
炉
緑
よ
り
数
糎
低
か
っ
た
た
め
、
最
伺
に
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
主
炉
と
副
炉
と
の
間
は
約

1
1
0糎
離
れ
て
い
る

Q

副
炉
に
使
用
さ
れ
た
土
器
も
刷
泊
文
の
あ
る
大
木

9
式
の
土
器
で
あ
っ

た
。 て

い
る
。

も
の
で
あ
っ
た
か
な
ど
皆
目
判
ら
ぬ
欣
態
に
お
か
さ
れ
て
い
た
。
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る。
た
。
叉
こ
の
両
土
器
は
炉
緑
に
使
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
火
力
に
よ
っ
て
脆
く
た
っ
て
い
て
、
堀
り
あ
げ
の
際
に
粉
々
に
く
づ
れ
て
し
ま
っ
た
部
分
も
あ

っ
た
°
叉
こ
の
床
面
上
及
び
上
部
の
里
秘
色
土
層
か
ら
は
大
木

8
a
、
8
伯
式
の
土
器
片
が
最
も
多
祉
に
認
め
ら
れ
、
床
面
下
に
は
大
木

7
a
、
7
h
式

（
江
坂
輝
弾
記
）

石
造
逍
構
群
の
各
組
石
の
間
、
遺
噴
下
の
竪
坑
内
な
ど
か
ら
は
、
第
一
ー
号
址
、
第
―
二
号

址
に
使
用
さ
れ
て
い
た
石
皿
の
外
、
枠
に
注
目
す
ぺ
き
文
化
遺
物
の
発
見
は
見
な
か
っ
た
。

．
土
器
は
縄
文
式
文
化
中
期
の
斜
縄
文
の
み
の
認
め
ら
れ
る
小
破
片
が
、
各
石
造
遺
構
址
の
組

石
の
間
や
、
竪
坑
内
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
形
式
を
判
別
し
得
る
よ
う
な
比
較
的
大
形
な

破
片
や
、

d
縁
部
の
破
片
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。

形
式
の
判
明
し
た
土
器
片
は
第
二
二
号
址
の
石
組
下
と
竪
坑
内
よ
り
発
見
さ
れ
た
、
大
木

9

式
の
も
の
と
思
わ
れ
る
磨
消
縄
文
あ
る
深
鉢
形
土
器
の
胴
部
破
片
、
第
二
三
号
址

、
第
二
四
号

址
を
と

b
発
見
の
大
木
8
h
式
の
土
器
片
の

み
で
あ
る
。

石
器
は
第
四
号
址
の
基
石
欣
稜
石
内
に
混
在
し
て
い
た
安
山
岩
質
の
岩
石
で
作
ら
れ
た
短
冊

形
の
打
製
石
斧
一
と
、
第
一

0
号
址
の
川
原
石
の
上
に
の
つ
て
発
見
さ
れ
た
巾
約
二
〇
糎
の
足

附
の
安
山
岩
製
石
皿
の
半
欠
の
も
の

、
及
び
第

一―

号
址
、
第
l

二
号
址
発
見
の
石
皿
で
あ

第
一
―
号
址
発
見
の
石
皿
は
第
七
図
版
の
右
及
び
第
二
七
図
の
実
測
図
に
示
し
た
如
く
、
五

．角
形
の
一
片
に
片
口

を
附
し
た
、

類
品
の
極
め
て
稀
な
石
皿
で

、
長
径
四
〇
糎
、
短
径
二
三
糎

厚
さ
昴
厚
部
で
約
五
糎
あ
り
、
表
面
に
は
問
辺
に
巾
約
二
糎
、
高
さ
一
糎
の
緑
が
あ
り
、
五
角

形
の
底
辺
部
を
な
す
側
が
土
面
と
な
っ
て
組
石
中
に
立
て
ら
れ
て
い
た
た
め
、
底
辺
部
は
過
去

一
、
石
造
遺
温
群
出
土
の
文
化
遺
物

遺

の
土
器
が
認
め
ら
れ
た
。

物

" ,.,~ ・---
第二十七図 第 11 号址発見の片口附石皿

-~ 
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第二十八図 第 12号址発見石皿 石
皿
の
石
質
は
安
山
岩
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

に
4
い
＇て
鍬
先
な
ど
に
よ
っ
て
緑
が
破
壊
さ
れ
て
い
た
。

ロ
、
文
化
遺
物

住
居
址
床
面
の
木
炭
胚
出
土
の
炭
化
物
を
直
良
信
夫
氏
に
鑑
別

質
は
深
成
岩
で
斑
精
岩
質
の
も
の
で
は
た
い
か
と
思
わ
れ
た
。

又
こ
の
石
皿
は
鍬
先
な
ど
が
底
辺
部
に
衛
撃
を
あ
た
え
た
際
、
破
損
し
た
も
の
か
三
個
に
割
れ
て
い
た
。
叉
中
央
部
に
は
長
径
約
ニ
ニ
糎
、
巾
―
二
糎

深
さ

1

ア
五
糎
の
長
楕
円
形
の
凹
み
が
あ
り
、
こ
の
部
分
で
磨
伍
な
ど
を
使
用
し
、
目
的
物
を
常
に
加
工
し
て
い
た
た
め
か

、
写
真
に
も
見
ら
れ
る
如

く
、
こ
の
部
分
が
最
も
良
く
研
虜
さ
れ
て
い
る
。
叉
衷
而
は
平
坦
で
あ
る
が
四
隅
に
径
四
糎
内
外
、

高
さ
六
、
七
粍
の
円
形
の
脚
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の

第
ご
一
号
址
発
見
の
石
皿
は
第
七
図
版
の
左
及
び
第
二

八
図
の
実
測
図
に
示
し
た

も
の
で
、
長
径
五
〇
糎
、
短
径
三
〇
糎
、
厚
さ
最
大
部
で
約
五
糎
の
長
方
形
を
な
し

表
面
の
周
辺
に
は
巾
約
ニ

・
五
糎
、
高
さ
一

糎
の
緑
が
あ
る
が
、
こ
の
石
皿
も
第
・一

二
号
址
の
立
石
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
上
に
な
っ
た
一
辺
は
緑
が
壊
さ
れ

て
い
た
。
又
こ
の
石
皿
も
こ
の
時
の
衝
撃
に
よ
っ
て
割
ら
れ
た
も
の
か
、
四
つ
に
割

れ
て
い
た
。
父
こ
の
石
皿
も
第
一
―

号
址
の
も
の
と
同
様
に
石
皿
の
中
央
部
が
長
径

三
〇
糎
余
、
深
さ
約
六
糎
の
長
楕
円
形
に
凹
ん
で
お
り
、
こ
の
部
分
が
最
も
良
く
研

虎
さ
れ
て
い
た
。

又
段
面
は
平
坦
で
あ
っ
た
が
、

長
辺
の
両
隅
か
ら
対
称
的
に
中
心
部
に
向
つ
て
巾

四
糎
内
外
の
弧
朕
の
隆
線
が
浮
彫
さ
れ
、
こ
の
隆
線
朕
の
四
点
に
径
約
四
糎
大
の
円

形
の
脚
が
隆
線
よ
り
更
に
六
、
七
粍
隆
起
し
て
附
い
て
い
た
。
な
お
こ
の
石
皿
の
石

二
、
住
居
地
区
出
土
の
遺
物

ィ
、
自
然
遺
物

（
江
坂
輝
禰
記
）

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
く
り
、
く
ぬ
ぎ
、
な
ら
、
と
ち
の
実
た
ど
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
、
こ
れ
は
食
用
に
し
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
緊
落
地
区
の
畑
面
に
は
、
縄
文
式
文
化
の
中
期
の
土
器
片
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第二十九図 住居址出土大木7b式鉢形士器実iJIIJ図

ー
ニ
図
版
第
四
図
、
第
三
一
困
参
照
）
な
ど
が
出
士
し
た
。

い
る
。

が
雅
し
く
散
布
し
て
お
り
、
短
冊
形
の
打
製
石
斧
、
チ
ャ
ー
ト
製
の
無
柄
石
鏃
、
頁
岩
製
の
横
型
石
小
刀
、
石
皿
な
ど
が
表
面
採
集
さ
れ
て
い
る
。

第
一
二
図
版
第
三
図
に
示
し
た
土
器
片
は
ト
レ
ン
チ
内
よ
り
出
土
し
た
移
し
い
土
器
片
中
よ
り
選
び
出
し
た
口
緑
部
破
片
の
一
部
で
あ
り
、
こ
の
土
器

の
口
緑
部
断
面
器
形
は
第
三
〇
咽
に
示
し
た
如
く
で
あ
る
。
Q

断
面
図
番
号
は
写
直
番
号
と
同
じ
も
の
）

写
濱
に
見
ら
れ
る
如
く
小
破
片
の
た
め
、
大
き
さ
は
不
明
確
で
あ
る
が
、
口

径
五
〇
糎
内
外
の
も
の
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

木
遺
跡
地
の
土
壌
が
悪
い
た
め
か
、
土
器
の
粘
土
質
が
悪
い
た
め
か
、
文
様
面
の
一
部
が
制
脱
し
て
い
る
も
の
が
か
な
り
あ
る
d

し
か
し
燒
成
は
か
な

り
良
好
で
、
見
か
け
ほ
ど
脆
弼
な
土
器
で
は
な
い
、

土
質
は
石
英
、
長
石
粒
な
ど
含
み
、
粗
い
も
の
と
、
こ
ま
か
い
も
の
が
あ
る
。
色
調
は
一
般
的
に
灰

写
哀

1
、
2
は
大
木

8
h
式
の
深
鉢
形
土
器
の
破
片
、

3
は
大
木

9
式
の
同
じ
く
深
鉢
形
土

器
の
破
片
、

4
は
大
木

7
b
式
で
は
な
か
ろ
う
か
、

5
は
大
木

8
a
式
、
6
は
8
b
式
の
深
鉢

形
土
器
、

7
は
大
木

7
h
式
で
あ
ろ
う
か
、

8
は
大
木

7
a
式
で
あ
ろ
う
か
、

9
、
10
、
11
、

13
は
大
木

b
a
式、

12
は
7
a
式、

14
、
15
は
8
h
式
、

16
は
8
a
式
、
17
は
大
木

7
h
式
で

あ
ろ
う
か
。
大
体
以
上
に
示
し
た
如
く
、
こ
の
ト
レ
ン
チ
よ
り
は
大
木

8
a
父
は

8
b
式
の
土

器
片
が
多
く
、
こ
れ
に

大
木

9
式、

7
a
、
7
h
式
と
思
わ
れ
る
土
器
片
が
若
十
発
見
さ
れ
て

叉
住
居
址
の
床
面
か
ら
は
主
炉
と
副
炉
に
さ
れ
た
大
木

9
式
か
と
思
わ
れ
る
深
鉢
形
土
器

と

住
居
址
の
東
辺
部
で
発
掘
さ
れ
た
大
木

8
b
式
と
思
わ
れ
る
小
浅
鉢
形
土
器
（
第
一
二
図
版
第

二
図
、
第
二
九
四
参
照
）
と
同
形
式
の
小
形
キ
ャ
リ
パ
形
深
鉢
土
器
及
び
土
偶
胴
部
破
片
（
第

大
木

8
b
式
か
と
思
わ
れ
る
浅
鉢
形
土
器
は
、
口
径
一
八
・
八
糎
、
底
径
六
糎
、
高
さ
―
―

•

五
糎
で
あ
り
．
口
頸
部
の
隆
起
線
渦径
文
な
ど
の
両
側
に
は
撚
絲
文
が
施
文
さ
れ
て
お
り
、

一
見
撚
絲
文
に
よ
る
沈
線
文
の
渦
巻
文
な
ど
が
主
体
を
た
す
文
様
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
も
の

で
、
大
木

8
b
式
に
は
一
般
に
見
ら
れ
ぬ
施
文
法
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
又
縄
文
は
右
撚

横
色
ル
至
は
暗
灰
秘
色
の
も
の
が
多
か
っ
た
。

ゞ
A
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第三十図 士 器 片 断 図

第三 一 図 土偶拓影実測図

り
の
原
体
の
も
の
が
縦
位
に
施
文
さ
れ
て
い
る
。
色
調
は
灰
褐
色
で
、
燒
成
は
良
好
な
も
の
で
あ
っ
た

J

.̀

こ
の
浅
鉢
形
土
器
の
す
ぐ
側
よ
り
出
土
し
た
キ
ャ
リ
ッ
。
な
形
の
土
器
は
高
さ
二

0
糎
未
満
の
小
形
士
器
で
、
口
頸
部
に
浮
線
文
の
装
飾
あ
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
灰
白
色
の
脆
崩
な
土
器
で
あ
っ
た
た
め
、
取
上
げ
る
際
に
は
大
部
分
が
く
づ
れ
て
し
ま
い
、
復
原
し
得
な

か
っ
た
こ
と
は
実
に
残
念
で
あ
っ

又
底
部
と
口
緑
部
を
欠
い
た
炉
縁
に
使
用
さ
れ
た
土
器
は
、
何
の
手
違
い
か
司
東
真
雄
氏
よ
り
今
日
ま
で
、
江
坂
の
手
許
に
到
着
せ
す
、
復
原
す
る
こ
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と
も
で
き
キ

：

）
こ
に
紹
介
し
得
な
か
っ
た
こ
と
は
甚
だ
遺
憾
に
思
う
次
第
で
あ
る
。

又
前
記
の
浅
鉢
形
土
器
な
ど
の
下
か
ら
発
見
さ
れ
セ
土
偶
は
謄
付
的
に
見
れ
ば
床
面
F
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
二
図
版
第
四
閃
、
第
三
一

図
に
図
示
し
た
如
く
、

頭
部
、
胴
下
半
部
、
腕
部
先
端
を
欠
失
す
る
も
の

で
、
中
期
に
一
般
的
な
土
版
欣
の
扁
平
土
偶
で
す
る
。

現
存
部
高
さ
九
糎
、
最
大
巾
八
糎
七
粍
、
厚
さ
一
糎
六
粍
で
あ
り
、
正
面
は
胸
部
上
半
が
欠
損
し
て
お
り
、
乳
房
の
有
無
な
ど
不
明
で
あ
る
。
又
右
側

の
腕
部
の
基
部
に
直
径
四
粍
の
貫
通
孔
が
あ
り
、
左
腕
の
基
部
に
も
対
称
的
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
又
上
緑
首
部
の
折
損
部
中
央
に
も
同
様
の
円

孔
あ
り
、
こ
の
土
偶
は
こ
れ
ら
三
個
の
穴
に
紐
を
通
し
懸
垂
さ
れ
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。

正
面
に
は
中
央
に
一
本
の
半
割
竹
箆
に

よ
る
平
行
線
を
胸
部
に
縦
に
真
直
ぐ
引
き
、
そ
の
両
側
に
同
じ
施
文
具
に
よ
つ
て
鉗
歯
欣
文
を
施
文
し
、

両
側

に
も
体
形
に
沿
つ
て
、
同
じ
施
文
具
で
弧
欣
の
沈
線
を
施
文
し
て
い
る
。
衣
服
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
う
か
°
叉
背
面
に
は
両
側
に
向
つ
て
不
規
則

た
鋸
歯
朕
の
文
様
を
施
文
し
て
い

る
。
こ
の
土
偶
は
一
見
脆
弱
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

焼
成
も
比
較
的
良
好
で
、
苗
褐
色
を
し
て
い
る
。

た
お
こ
の
土
偶
は
住
居
址
に
は
関
連
な
く
、
床
面
下
の
文
化
層
の
も
の

で、

大
木

7
a
式
の
も
の
か
と
考
え
る
。
而
し
て
住
居
址
は
大
木

8
h
式
よ
り

9
式
へ
の
過
渡
的
た
時
期
に
営
ま
れ
た
も
の
で
は
た
い
か
と
考
え
る
。

緒

日
本
の
石
器
時
代
遺
跡
か
ら
人
骨
や
獣
骨
の
類
が
発
見
さ
れ
る
の
は
、
概
ぬ
貝
塚
に
限
ら
れ
る
と
い
つ
て
過
言
で
な
い
。

こ
れ
は
日
本
の
土
漿
の
大
部

分
が
酸
性
を
呈
す
る
た
め
、
例
え
当
時
こ
ヽ
に
人
骨
や
獣
骨
が
埋
存
し
た
に
し
て
も
、
長
年
月
の
間
に
化
学
的
変
化
を
蒙
つ
て
、
や
が
て
溶
解
消
滅
し
た

と
見
倣
さ
れ
る
場
合
が
少
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
貝
塚
に
骨
類
が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
、
多
量
の
貝
殻
が
集
和
さ
れ
た
結
果
、
貝
殻

を
構
成
す
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
存
在
に
よ
っ
て

、
其
処
の
土
壕
が
局
所
的
に
ア
ル
カ

リ
性
を
呈
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て

、
貝
塚
以
外
の
遺
物

の
発
掘
に
際
し
て
、

一
片
の
骨
類
断
片
す
ち
発
見
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
其
処
に
曾

つ
て
そ
の
秤
遺
残
が
埋
存
し
た
か
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
た

い
の
で
あ
る
。
土
中
に
埋
め
ら
れ
た
人
休
或
い
は
動
物
体
は
や
が
て
分
解
さ
れ
、
そ
の
化
学
成
分
は
土
中
に
途
透
す
る
問
水
や
地
下
水
に
よ
つ
て
漸
次
運

び
去
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、
特
に
骨
類
を
構
成
す
る
重
要
な
化
学
成
分
で
あ
る
燐
は
、
土
中
の
他
の
成
分
、
例
え
ば
鉄
、
募
土
等
と
共
に
極
め
て

溶
け
難
い
化
合
物
を
形
成
し
て

、
他
の
成
分
の
よ
う
に
容
劫
に
流
亡
せ
す
、
長
く
土
中
に
停
滞
す
る
性
質
を
も
つ
て
い
る
°
燐
は
動
物
体
の
み
た
ら
す
、

言

石
造
遺
構
下
、
竪
坑
内
土
寝
の
燐
分
祈

（
江
坂
輝
弾
記
）
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身｝

植
物
体
に
も
僅
か
で
は
あ
る
が
必
す
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

植
物
遺
体
や
七
の
分
解
物
を
多
韮
に
含
む
腐
梱
土
中
に
は
、
や
は
り
可
成
り
多
最
の
燐
が
検

出
さ
れ
、
植
生
の
み
ら
れ
る
一
般
の
土
猿
で
は
、
表
土
に
近
い
部
分
に
最
も
燐
麓
が
多
く
、

垂
直
的
に
土
中
の
深
い
部
分
に
な
る
に
つ
れ
て
、
燐
祉
は
次

第
に
減
少
し
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
従
っ
て

、`
こ
の
よ
う
な
土
中
に
於
け
る
燐
分
の
自
然
堆
積
の
朕
態
が
、
局
所
的
に
撹
乱
さ
れ
、
特
に
そ
こ
に
多

量
の
燐
が
検
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、
何
等
か
の
特
別
の
原
因
が
あ
る
の
で
あ
り
、
殊
に
遺
跡
に
於
い
て
は
、
人
為
に
よ
る
燐
分
の
集
積
を
考
慮
せ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
る
。

樺
山
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
石
造
遺
構
の
性
質
を
考
察
す
る
上
に
、
特
に
そ
の
遺
構
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
竪
坑
が
果
ー
て
墓
坑
で
あ
る
か
否
か
を
、
実
証

的
根
斑
に
基
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
甚
だ
望
ま
し
い
の
で
あ
る
。
処
が
、
同
処
か
ら
は
骨
類
遣
残
は
一
切
発
見
さ
れ
な
い
の
で
、
原
形
を
止
め
て
い
る

物
的
逍
媛
に
よ
つ
て
疸
接
に

こ
の
点
を
実
証
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
若
し
問
題
の
竪
坑
が
事
実
菓
坑
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
上

湛
の
隕
理
に
よ
っ
て

、
竪
坑
内
の
土

に
は
或
い
は
多
批
の
燐
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
出
来
る

の
で
あ
る
。
曾
つ

て
、
秋
田
県
大
湯
町
或
い
は
北
海
道

余
市
附
近
の
同
種
遺
梢
に
つ
い
て
行
っ
た
同
種
検
査
の
結
果
は
、
遺
構
下
の
竪
坑
内
に
顕
著
な
燐
の
集
積
の
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
燐
飛
が

遺
跡
近
傍
の
目
然
堆
積
土
府
に
於
け
る
燐
批
を
逝
か
に
凌
駕
す
る
事
実
は
、
そ
の
燐
の
集
積
を
人
為
た
掃
す
る
に
充
分
な
根
撼
を
輿
え
る
も
の
で
あ
り、

そ
の
燐
の
由
釆
に
関
し
て
、
或
い
は
曾
つ
て
こ
ヽ
に
人
休
遺
骸
が
裡
什
し
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
括
え
を
有
利
に
導
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
例
に
鑑

み、
、滴
山
遺
跡
の
石
造
遺
構
に
つ
い
て
も
、
特
に
遺
梯
卜
か
ら
発
見
さ
れ
た
竪
坑
内
の
土
の
試
料
、
並
び
に
比
較
の
た
め
穴
周
辺
の
土
の
試
料
に
つ
い

て
、
そ
れ
ら
の
燐
含
有
盤
を
測
定
し
、
比
較
考
察
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

試

料

並

び

に

測

定

方

法

昭
和
廿
六
年
十
一
月
第
一
回
発
掘
調
査
の
際
、
第
三
号
址
（
三
個
）
及
び
第
四
号
址

C

八
佃
）
か
ら
採
取
さ
れ
た
も
の
十
一
個
、
並
び
に
昭
和
廿
七
年

三
月
第
二
回
発
掘
調
査
の
際
、
第
四
号
址

C

七
個
）

、
第
六
号
址
（
三
個
）
、
第
八
号
址

C
一
個
）
及
び
第
十
三
号
址
（
三
個
）
か
ら
採
取
さ
れ
た
も
の

十
五
佃
、
合
計
二
十
六
個
よ
り
成
る
。
個
々
の
試
料
に
つ

い
て
は
次
脊字
で
触
れ
る
こ
と
に
し
た
。

燐
含
有
董
の
測
定
に
は
、
農
学
で
用
い
る
有
効
燐
酸
定
蓮
法
に
従
い
、
試
料
に
一
％
拘
橡
酸
溶
液
を
加
え
て
振
盪
し
た
と
き
溶
出
す
る
燐
盤
を
比
色
法

に
よ
っ
て
測
定
し
た
。
＿
一
六
個
の
試
料
は
、
振
盛
、
比
色
等
の
諸
條
件
を
同
じ
く
し
て
常
に
一
括
処
理
し
、
試
槃
類
も
同
じ
も
の
を
使
用
し
た
。

．
結

果

並

び

に

考

察

土
の
試
料
は
す
ぺ
て
江
坂
郷
駕
氏
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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第 ー 表

至
11は
、
発
掘
に
よ
っ
て
地
表
下
約
十
五
糎
に
本
址
の
紐
石
遣
構
が
露
出
し
た
時
、
そ
の
組
石
の

深
さ
の
土
暦
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
閃
中
に
記
載
し
た
、
中
央
、
南
、
北
、
南
々
西

の
試
料
は
夫
々
本
址
の
石
造
逍
構
が
存
在
す
る
範
即
内
に
於
け
る
平
面
的
採
取
部
位
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
南
外
、
北
外
の
試
料
は
夫
々
今
述
べ
た
本
址
の
範
即
の
南
方
或
い
は
北
方
外
側
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
る
。
本
址
の
組
石
追
梢
は
東
、
西
二
個
に
分
か
れ
、

東
側
組
石
の
中
心
に
は
細
長

唸
川
原
石
が
直
立
し
て

お
り
、

第
二
回
調
査
の
際
こ
れ
ら
二
個
の
組
石
の
下
が
夫
々
発
掘
さ
れ
た
。
東
側
の
立
石
の
下
に
は
、
立
石
を
中
心
と
し
て
黄
色

火
山
灰
屈
を
堀
り
込
ん
だ
径
八
0
糎
、
深
さ
三
〇
糎
の
竪
坑
が
発
見
さ
れ
、
試
料
12
9、

m
、
14
は
こ
の
堅
坑
内
の
土
で
あ
る
。
試
料
15
は
南
外
と
あ
っ

は、

堅
坑
内
の
試
料
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

堅
坑
の
直
ぐ
近
傍
の
南
外
側
で
あ
る
か
、
組
石
の
南
外
側
で
あ
る
か
不
明
で
あ
り
、
又
採
取
さ

I
l
1
3
杵

15

竺
〗
W

第

四

預1面綽石
穴内 76 

址 I
る紐石
北 9卜 17
西紐石
両外

18 

P.Os→% 1.0 2.0 

第 2
 

表

分
析
の
結
果
は
第
一

表
並
び
に
第
二
表
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る
。

第
一
表
は
昭
和
廿
六
年
採
取
の
分
、
第
一
表
は
昭
和
廿
七
年
採
取
の
分
で
あ
る
。

第
三
号
址
は
直
立
し
た
細
長
い
川
原
石

□

個
か
ら
成
り
、
試
料
は
『スの

川
原
石
が
狸
存
し
た
深
さ
の
土
層
か
ら
採
取
さ
れ
た
も
の
で
、
中
央
帥
ち
川
原

石
の
あ
る
部
分
及
び
そ
の
東
並
び
に
西
の
外
廓
部
の
土
で
あ
る
。

第

四
号
址
の
試
料
合
計
―
二
個
の
う
ち
、
第
一
同
発
掘
の
際
採
取
さ
れ
た
試
料

4
乃
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か
っ
た
。

れ
た
土
層
の
深
さ
も
詳
か
で
な
い
。
但
し
試
料
は
黄
色
を
呈
し
て
い
な
い

か
ら
、
下
部
の
黄
色
火
山
灰
層
の
も
の
で
は
な
く
、
黒
色
表
土
か
ら
黄
色
火
山

灰
層
に
移
行
す
る
深
さ
の
辺
り
か
ら
採
取
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
西
側
の
組
石
下
か
ら
は
、
黄
色
火
山
灰
層
に
掘
込
ん
だ
径
二
五
糎
、
深
さ
二
〇

糎
の
柱
穴
の
如
き
竪
坑
が
発
見
さ
れ
、
試
料

16
は
そ
の
内
部
の
土
、
試
料
17
及
び

18
は
外
側
の
土
で
あ
る
が
、
東
側
組
石
の
試
料
15
と
同
様
採
取
部
位
は

明
ら
か
で
な
い
。

試
料
の
色
は
穴
の
内
、
外
何
れ
も
黒
掲
色
を
呈
す
る
。

第
六
号
址
に
も
細
長
い
川
原
石
の
立
石
が
あ
り
、
そ
の
下
に
長
径二．
1
-五
米
、

短
径
一
•

四
三
米

、

深
さ
二
五
糎
の
竪
坑
黄
色
火
山
灰
暦
に
掘
込
ま
れ

て
お
り
、
試
料
は
そ
の
内
部
及
び
竪
坑
問
辺
部
か
ら
採
取
さ
れ
た
。
黄
坑
周
辺
部
の
試
料
は
黒
褐
色
を
呈
し
、
穴
内
の
試
料
は
粕
黄
味
を
帯
び
て
い
る
。

第
八
号
址
に
は
立
石
は
な
く
、
組
石
の
底
面
は
地
表
下
二
五
糎
、
掲
色
土
層
に
接
し
て
お

り
、
そ
の
下
に
は
径
約
一

米、

深
さ
三
十
糎
程
の
竪
坑
が
認

め
ら
れ
、
そ
の
内
部
及
び
問
辺
部
の
土
の
試
料
夫
々
一
個
が
採
取
さ
れ
た
。
竪
坑
内
の
試
料
は
黒
揺
色
、
周
辺
部
の
試
料
の
方
が
黄
が
勝
つ
て
い
る
。

第
一

三
号
址
の
組
石
遺
精
か
ら
も
径
一
米
一

0
糎
、
深
さ
二
五
糎
の
竪
坑
が
発
見
さ
れ
、
同
じ
く
竪
坑
内
及
び
そ
の
凋
辺
部
の
土
の
試
料
が
得
ら
れ
て

い
る
。

試
料
の
色
は
穴
内
が
黒
褐
色
、
周
辺
部
が
黄
褐
色
で
あ
る
。

既
に
緒
言
で
述
べ
た
通
り
、
こ
の
燐
分
析
の
主
眼
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
石
造
遺
構
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
竪
坑
内
に
遺
骸
が
埋
存
し
た
痕
跡
の
有
無
を
検
索

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
竪
坑
内
の
土
の
試
料
と
比
較
さ
れ
る
べ
き
穴
周
辺
の
士
の

試
料
の
両
者
が
採
取
さ
れ
た
の
は
、
第
二
圏
に
一
括
し
て
掲

一
覧
に
使
す
る
た
め
、
穴
内
の
試
料
の
燐
含
有
董
を
示
す
線
は
空
白
と
し
、
穴
外
の
試
料
の
も
の
は
黒
線

を
用
い
て
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
解
る
却
り
、
何
れ
の
遺
構
に
関
し
て
も
、

穴
内
が
穴
外
に
比
べ
て
著
祉
の
燐
を
含
有
し
て
い
る
欣
熊
は
認
め
ら
れ
な
い
。

第
四
号
址
東
糾
伝
或
い
は
第
八
号
址

で
は
、
反
つ
て
穴
外
の
方
が
穴
内
よ
り
も
多
菰
の
燐
を
含
有
し
て
い
る
傾
向
さ
え
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
父
第
四
号

址
西
組
石
或
い
は
第
六
井
址
で
は
、
穴
内
が
穴
周
辺
に
比
べ
て
粕
多
載
に
燐
分
を
含
む
か
に
見
え
る
も
の
の

、
そ
の
燐
龍
の
差
は
こ
れ
を
有
意
と
認
め
る

に
は
余
り
に

も
価
少
で
あ
る

J

要
す
る
に
、
少
な
く
と
も
第
二
回
発
掘
調
査
の
際
採
取
さ
れ
た
試
料
に
関
す
る
限
り
、
石
造
遺
構
下
の
穴
内
に
特
に
多
批

の
燐
が
残
介
し
て
い
る
事
実
は
認
め
ら
れ
す
、
従
っ
て
こ
＼
と
に
曾
つ
て
遺
骸
が
埋
存
し
た
可
能
性
は
、
燐
分
析
の
結
果
か
ら
は
座
付
け
る
こ
と
が
出
来
な

第
一
表
に
掲
げ
た
第
一
回
発
掘
調
査
の
際
の
試
料
は
、
す
ぺ

て
糾
石
そ
の
も
の
が
埋
存
し
た
深
さ
の
土
暦
か
ら
採
取
さ
れ
た
も
の

の
み
で
あ
る
が
、

第

一
表
と
第
二
表
を
比
較
す
る
と
、
第
一
表
の
謡
試
料
の
燐
載
は
、
第
二
表
の
謡
試
料
の
そ
れ
よ
り
何
れ
も
脊
し
く
多
い
の
で
あ
る
°
測
定
方
法
に
関
す
る

詮
明
中
に
湛
ぺ
た
通
り
、
全
試
料
は
同
じ
條
件
の
下
に
、
同
時
に
処
理
測
定
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
ま
4
比
較
し
て
差
支
え
な

い
の
で
あ

げ
た
第
二
回
発
掘
調
査
の
際
の
試
料
で
あ
る
。
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守

今
日
こ
こ
に
禅
山
石
造
逍
構
群
の
調
査
は
一
応
完
了
し
た
の
で
あ
る
が
、

．樺
山
石
造
遺
構
が
縄
文
文
化
中
期
の
人
々
に
と
つ
て
、
ど
の
よ
う
な
目
的

で
つ
く
ら
れ
た
か
遂
に
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
日
ま
で
、
秋
田
県
大
湯
、
本
県
松
尾
、
栃
木
県
船
生
な
ど
数
ヶ
所
の
遺
跡
が
大
規
模
に
調

査
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
い
づ
れ
の
調
査
に
お
い
て
も
、
古
代
人
が
何
の
目
的
で
こ
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
た
か
を
解
明
す
る
鍵
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

，
石
造
逍
構
の
下
に
竪
坑
が
所
在
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、

墓
地
で
な
い
か
と
の
想
定
も
な
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
某
地
で
あ
る
と

の
積
極
的
証
左
は
何
も
得
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

本
遺
跡
に
お
い
て
も
‘
そ
の
あ
る
も
の
に
は
竪
坑
が
存
在
す
る
の
で
．
そ
の
竪
坑
が
人
休
を
葬
る
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
な
い
も
の
も
あ
っ
た
が
、

J
ヤ

い
の
で
あ
る
。

考

察

一
応

冤
第
一
同
及
び
第
二
回
採
取
の
試
料
共
、
測
定
実
施
ま
で
に
は
一
年
以
上
を
経
過
し
て
お
り
、
試
料
の
風
乾
朕
態
に
関
し
て
も
問
題
に
な
る
点
は
な
さ

そ
う
で
あ
る
。
本
遺
跡
に
於
い
て
は
概
し
て
表
士
は
蔀
く
、

第
四
号
址
で
は
表
土
下
一
五
糎
程
の
深
さ
に
糾
石
逍
構
が
あ
っ
て

、
そ
の
組
石
は
黄
色
火
山

灰
層
土
に
配
石
さ
れ
て
お
り
、
第
八
弁
址
で
は
糾
石
遺
構
の
底
面
は
地
表
下
二
五
糎
に
あ
っ
て
、
既
に
楳
色
土
層
に
接
し
て
い
る
朕
態
で
あ
る
。
従
っ
て

組
石
遺
構
の
埋
介
面
か
ら
採
取
さ
れ
た
第
一
表
の
試
料
は
極
め
て
地
表
に
近
い
表
土
の
部
分
よ
り
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
著
麓
の
燐
の
堆

積
を
説
明
さ
る
上
に
考
慮
さ
れ
る
ぺ
ぎ
條
件
に
は
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
尚
、
例
え
ば
第
三
号
址
の
三
試
料
の
う
ち

、試
料
3
は
第
四
号

址
の
試
料
4
乃
乍
l
L
と
略
々
匹
敵
す
る
燐
抽
を
示
し
て
い
る
に
拘
ら
す
、
こ
れ
に
対
し
て
試
料
1
及
び

2
は
約
倍
批
に
相
当
す
る
燐
の
著
祉
が
検
出
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
事
実
は
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

試
科

ー
及
び
2
の
燐
が
呆
し
て
自
然
堆
放
と
見
倣
さ
れ
得
る
か
否
か
を
検
定
す
る
た
め
に
は
、
逍

跡
内
外
の
数
ヶ
所
に
於
け
る
自
然
堆
秩
土
屈
に
つ
い
て
、
表
土
か
ら
以
下
の
土
の
試
料
を
系
統
的
に
多
数
採
取
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
燐
含
有
龍
の
垂
直
的

分
布
を
確
か
め
、
こ
れ
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
婆
ま
し
い
の
で
あ
る
°
動
物
の
排
泄
物
や
死
骸
の
埋
淡
等
偶
然
の
原
囚
に
よ
る
局
所
的
な
燐
の
堆
秋
も
あ

り
得
る
こ
と
は
勿
論
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
誤
認
の
危
険
を
防
ぐ
意
味
に
於
い
て
も
、
同
一
地
点
に
つ
い
て
も
、

垂
直
的
並
び
に
平

面
的
に
数
ヶ
所
か
ら
試
料
を
採
取
す
る
必
要
が
痛
感
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
目
下
の
表
料
で
は
第
三
号
址
に
於
け
る
著
載
の
燐
堆
積
に
つ

い
て

も
、
亦
第
一

表
と
第

2
表
の
試
料
間
の
燐
含
有
輩
の
一
般
的
岩
差
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
以
上
そ
の
由
来
或
い
は
原
因
に
つ
い
て
考
慮
を
進
め
る
余
地
は
な

（
東
大
人
類
学
数
室
渡
辺
直
経
記
）

ーC33)-



人
体
を
非
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
想
定
の
も
と
に
燐
分
析
を
お
こ
な
っ
て
み
た
。

そ
の
結
衣
穴
内
に
著
し
く
燐
分
り
所
在
す
る
よ
う
た
も
の
は
な
く
、
燐
分
析
に
よ
っ
て
函
地
で
あ
ろ
う
か
と
の
想
定
に
対
す
る
手
が
か
り
は
遂
に
得
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
四
号
址
の
試
料
が
第
一
回
分
に
比
絞
的
燐
分
が
多
く
、
第
二
回
の
試
料
に
燐
分
が
極
め
て
少
い
の
は
、
第
一
回
の
折
り
に
は
山
林
を
切
り
開
い
た
直

後
に
、
腐
蝕
し
た
枯
葉
な
ど
を
取
り
除
い
て
淫
掘
し
、
第
二
同
目
よ
り
比
較
的
浅
い
箇
所
の
も
の
を
採
集
し
て
お
り
．
第
一
回
目
の
時
は
予
報
に
も
報
告

し
た
の
如
く
、
第
四
号
址
は
そ
の
全
貌
を
発
掘
せ
す
地
表
面
に
近
い
上
部
の
一
部
を
露
出
し
た
の
み
で
、
こ
の
露
出
し
た
石
の
上
面
と
下
の
土
を
採
集
し

た
ふ
の
で
あ
り
、
第
二
回
目
は
碁
石
肱
の
放
石
を
全
部
取
除

い
た
後
、

竪
坑
の
土
を
掘
り
出
し、

竪
坑
内
と
竪
坑
の
周
辺
の
黄
椙
色
ロ
ー
ム
層
上
面
の
茶

秘
色
土
胚
の
土
を
採
集
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

叉
第
三
号
址
の
中
央
は
畑
の
隅
の
溝
で
あ
り
．
東
側
は
山
林
で
、
こ
こ
に
は
畑
の
野
菜
な
ど
の
残
滓
が
捨
て
ら
れ
腐
蝕
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
0

、

こ
の
よ
う
に
燐
分
析
の
結
果
は
各
遺
跡

こ

、
二
の
例
を
除
い
て
は
息
は
し
く
な
く
、
こ
の
催
か
な
例
は
、
樺
山
例
の
如
く
他
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る

も
の
で
も
あ
り
、
今
日
ま
で
の
研
究
成
果
で
は
、
こ
の
方
面
か
ら
も
こ
の
石
造
遣
構
が
墓
地
で
あ
る
と
の
裏
付
は
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

菓
地
で
な
け
れ
ば
何
で
あ
ろ
う
か
．
喜
田
貞
吉
博
士
は
杵
つ
て
ア
イ
ヌ
の
祭
壇
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

、
し
か
し
こ
の
石
造
逍
構
を
祭
壇
、
叉
は
祭
祀
の
場
、
崇
拝
物
と
の
証
左
を
得
る
こ
と
は
墓
地
以
上
に
困
難
で
あ
る
。

た
だ
今
日
ま
で
に
調
査
さ
れ
た
多
く
の
石
造
遺
構
が
豪
落
に
近
接
す
る
土
地
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
遺
構
内
か
ら
は
生
活
に
必
要
な
日
常
の
什
器
、
郎

ち
土
器
へ
石
器
の
類
が
殆
ど
出
土
し
な
い
と
云
う
こ
と
か
ら
考
え
て

、
こ
の
石
造
遺
構
が
住
居
関
係
の
も
の
で
な
く
、
日
常
の
生
活
と
は
関
係
な
い
も
の

で
、
何
等
か
の
宗
数
的
な
場
所
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
云
う
こ
と
だ
け
は
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
°
勿
論
墓
地
も
こ
の
宗
教
的
な
追
跡
の
一
っ
に
含

ま
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
た
石
造
逍
構
が
墓
地
で
あ
る
な
ら
ば
、

今
日
こ
の
石
造
逍
構
の
分
布
範
囲
か
ら
多
数
こ
の
時
代
の
埋
葬
人
骨
が
発
見
さ
れ
て
い
る
中

に、
‘

1

例
ぐ
ら
い
は
人
骨
上
に
石
迭
遺
構
の
哉
つ
て
い
る
も
の
が
発
見
さ
れ
て
も
良
い
は
す
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
例
が
発
見
さ
れ
な
い
こ
と
は
異
っ
た
用
途
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

．
註
一

＊
船
渡
市
細
浦
貝
塚
で
長
谷
部
博
士
が
か
つ
て
人
骨
ン
発
掘
さ
れ
、
そ
の
上
に
環
朕
列
石
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
径
十
糎
大
の
川
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り

一
応
本
類
か
ら
は
除
外
し
て
撻

原
石
が
不
規
則
に
円
形
に
人
ifl
上
に
樅
か
れ
て
い
た
も
の
で
、
計
一
岡
的
に
配
石
さ
れ
た
も
の
か
疑
し
い
0

人
骨
上
に
蔀
く
土
を
か
け
た
上
に
十
糎
内
の
川

原
石
を
、
仲
展
群
の
遺
骸
を
お
、
う
よ
う
に
細
長
く
敷
き
拉
ぺ
た
例
は
、
日
本
考
古
学
協
会
の
縄
文
式
文
化
の
編
年
的
研
究
特
別
委
員
会
が
昭
和
二
十
七

年
度
に
発
掘
調
査
し
た
輻
島
県
相
馬
郡
駒
ヶ
嶺
村
三
貰
地
貝
塚
で
も
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
計
画
的
に
規
則
JE
し
く
配
石
さ
れ
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
又
こ
れ
は
縄
文
文
化
晩
期
初
頭
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
外
の
例
と
し
て
は
抱
石
葬

と
し
て
、

三
〇
糎
大
の
石
が
，一
個
胸
部
に
憧
か
れ

た
も
の
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。

石
造
遺
梢
に
つ
い
て

の
概
穀
的
な
考
察
は
、
既
に
本
報
告
第
二
輯
3
予
報
に
掲
載
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
稿
で
は
再
び
記
す
こ
と
を
し
た
い
が
｀

予

報
を
公
刊
し
て
以
後
、
種
々
新
事
実
は
判
明
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
石
造
遺
梢
が
ど
の
よ
う
た
目
的
を
も
っ
て
作
ら
れ
た
か
の
手
が
か
り
は
今

も
つ
て
把
握
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、

今
後
な
お
若
十
研
究
が
進
捗
し
て
か
ら
又
稿
を
改
め
て
こ
の
稲
遺
跡
の
綜
合
的
考
察
を
な
し
た
い

と
考
え
る
次

第
で
あ
る
。

次
に
本
迫
構
の
個
々
の
も
の
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
見

H
ぅ゚

予
報
に
報
告
し
た
第
一
号
址
と
第
九
号
址
、
第

一
三
号
址
は
立
石
が
あ
り
構
造
の
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
。
又
二

0
号
址
は
立
石
と
思
わ
れ
る
も
の
が

倒
れ
て
い
た
が
が
、
こ
れ
も
類
似
の
も
の
と
見
て
良
い
と
考

へ
る
。

‘

第
六
号
址
は
組
石
の
北
東
端
に
花
脱
岩
質
の
自
然
石
の
立
石
あ
る
例
で
、
前
記
の
第
一
号
址
の
形
に
類
似
は
す
る
が
、

第
一
号
址
例
で
は
立
石
の
背
後

に
も
配
石
あ
り
、
立
石
前
方
部
の
配
石
も
雑
然
と
し
て
い
る
が
、
本
址
の
も
の
は
長
軸
を
揃
え
て
縦
に
蚊
行
に
整
然
と
配
石
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
石
皿

を
立
石
と
し
た
第
一
1

号
址
に
類
似
す
る
。
又
立
石
の
背
後
に
配
石
の
な
い
点
は
、
石
皿
を
立
石
と
す
る
第
一
二
号
址
に
も
類
似
す
る
。
第
一
二
号
址
も

外
周
の
大
石
は
長
軸
を
縦
付
に
配
石
し
て
い
る
。
し
か
し
て
第
六
、
第

一
一
、
第
一
二
号
址
の
遺
構
下
に
は
竪
坑
が
認
め
ら
れ
た
。

又
第
一
三
号
址
に
は
竪
坑
が
あ
っ
た
が
、
第
一
、
第
九
、
第
二

0
号
址

に
は
竪
坑
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

文
こ
の
中
、
立
石
に
深
成
岩
類
の
所
謂
ご
ま
石
を
使
用
し
て
い
る
の
は
第
一
、
第
六
、
第
九
、
第
―
二
号
址
で
あ
っ
た
。

第
四
号
址
西
側
の
遺
構
に
類
似
の
形
の
も
の
と
し
て
は
、
第
八
号
址
が
あ
る
。
第
八
号
址
も
、
内
部
に
は
碁
石
朕
の
川
原
石
を
使
用
し
て
い
る
。
又
碁

石
朕

の
川
原
石
を
使
用
し
て
は
い
な
い
が
。
外
形
が
円
形
を
な
し
類
似
す
る
も
の
に
第
一
四
号
址
が
あ
る
。
第
一
七
号
址
は
破
壊
が
甚
し
く
、

或
は
異
る

構
造
の
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
。
南
側
の
原
形
を
と
ど
め
る
と
こ
ろ
よ
り
見
る
と
、
第
一
四
号
址
に
類
似
の
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
七
号
址
、

第
，一
八
号
址
も
円
形
に
一
列
に
雹
石
し
た
外
周
の

一
部
の
み
が
残
っ
た
よ
う
に
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
破
壊
甚
し
く
、
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次
に
本
遺
跡
の
各
逍
構
の
調
査
概
要
を
表
に
し
て
見
た
。

＜
~
第
四
号
址
西
側
と
第
八
号
址
に
は
竪
坑
が
認
め
ら
れ
た
が
、
第
七
、
第
一
四
、
第
一
七
、
第
一
八
号

址
に
は
竪
坑
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た。

第
四
号
址
の
東
側
は
深
成
岩
の
棒
欣
川
原
石
の
周
辺
に
碁
石
状
の
川
原
石
を
乱
積
し
た
も
の
で
、
本
遺
構
群
中
に
は
、
他
に
類
品
は
な
い
。

第
ニ
―
号
址
は
石
が
殆
ど
抜
か
れ
て
い
た
い
よ
う
で
原
形
を
保
た
れ
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
配
石
が
雑
然
と
し
て
お
り
、
疑

問
の
も
の
で
あ
る
。

第
二
五
号
址
は
、
北
側
の
一
部
が
原
形
を
保
つ
て
お
り
、
こ
の
遺
構
の
構
造
の
大
略
は
推
知
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
本
逍
構
が
本
遺
構
群
中
で
最
も
注

意
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
考
え
る
。

先
づ
石
の
長
軸
を
利
用
し
、
外
肉
を
円
形
に
配
石
し
、
内
部
は
長
軸
を
中
心
に
向
け
放
射
朕
に
配
石
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
心
に
立
石
の
あ
る
こ
の
よ

註

二

註

三

う
な
例
は
大
湯
野
中
堂
逍
跡
で
日
時
計
と
呼
ば
れ
る
特
殊
組
石
の
外
、
野
中
堂
遺
跡
内
帝
3
号
組
石
、
大
湯
、
万
座
遺
跡
の
特
殊
組
石
同
外
帯
組
石
第
四

0
号
な
ど
、
大
湯
遺
跡
に
数
例
の
代
表
的
な
も
の
が
知
ら
れ
て
お
り
、
本
例
の
存
在
に
よ
っ
て
、
大
湯
遺
跡
の
石
造
逍
構
群
と
本
遺
構
群
が
全
く
無
関
係

註
四

又
第
四
号
西
側
、
第
八
号
址
、
第
一
四
号
址
類
似
の
も
の
は
大
湯
ガ
座
遺
跡
の
第
三
区
住
居
址
の
側
で
江
坂
が
発
掘
し
た
こ
と
が
あ
り
こ
れ
も
大
湯

遺
跡
の
報
告
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

江
坂
は
縄
文
文
化
中
期
の
時
代
に
は
本
逍
構
群
の
如
く
、
逍
構
と
逍
構
の
間
の
関
連
性
は
余
り
考
慮
さ
れ
す
、
無
秩
序
に
作
ら
れ
た
も
の
が
、
後
期
の

時
代
に
な
る
と
、
一
定
の
大
き
な
円
形
の
区
割
内
に
、
二
重
に
、
或
は
三
重
に
、
幣
然
と
区
割
さ
れ
、
そ
の

区
則
内
の
み
に
各
石
造
逍
構
が
作
ら
れ
る
よ

う
に
だ
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
父
近
年
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
で
発
掘
調
査
し
た
松
尾
遺
跡
の
如
き
は
、
本
逍
梢
と
同
一
用

症
の
も
の
で
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査
研
究
に
侯
つ
て
群
論
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

前
回
調
査
の
第
二
号
址
、
第
一
二
吾
址
は
独
立
し
た
石
が
一
個
で
あ
り
、

こ
れ
は
一
応
疑
問
の
遺
構
と
し
て
樅
く。

叉
第
五
、
第
七
、

第
一

0
、
第

一
五
、
第
一
六
、
第
一
八

、
第
一
九
、
第
二
二

、
第
二
三
、
第
二
四
号
の
各
号
址
は
破
壊
甚
し
く
、
遺
構
の
構
造
が
ど

の
よ
う
な
形
の
も
の
で
あ
っ
た
か
推
知
困
難
の
も
の

で
あ
る
。

の
も
の
で
な
い
こ
と
を
立
証
し
て
い
る
。

（
第
三
号
址
は
立
石
の
み
で
周
皿
の
石
が
抜
か
れ
た
も
の
と
も
思
わ
れ
る
が
）
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第

....:. 

号

址

第 第

ニ— ...:..

第 ＇ 第

o-九｀八

号

址
号

址

号

址

七

号

址

第

六 ．五

号

址

第

号

址

第

四

号

址

第

..... 

号

址

第

号

址

第

号

址

第

0

号

址

第

九

号

址

第

八

，
号

址

第

七

号

址

第

..... 
/~ 

号

址

第

五

号

址

第

四

号

址

西

第

四

号

址

東

第

号

址

第

号

址

第

--
号

址

．ニ
ー

．号
型

1

号
型

不

明

不

明

不不

明 明

六
号
類
似
型

四
号
西
類
似
型

四
号
西
類
似
型
？
・

一
号
型

六
号
類
似
型

不

明
一
号
型

四
号
西
型

不

明
六
号
型

形
不
明

四
号
西
型

四
号
東
型

一
号
型

形

な

し

？

な

し

9
・

な

し
な

し

9
・

な

し

な

し

あ

り

あ

り
あ

り

9
・

あ

り-, 
な

し

な

し

あ

り

あ

り

一柱
穴
状
小
穴
あ
り

あ

り

不

明
な

し

な

し 堅

坑

安
山
岩

安
山
岩

深
成
岩
ご
ま
石

安
山
岩
石
皿

深
成
岩
石
皿

深
成
岩
ご
ま
石

安
山
岩

深
成
岩
．こま
石

安
山
岩

深
成
岩
．
こ
ま
石

立

石

石

質

破
壊
甚
し

破
装
甚
し

破
装
甚
し

破
壊
甚
し

破
捩
甚
し

破
製
甚
し

破
捩
甚
し

褐
立
大
石
一

棒
状
立
石
一

大
半
貌
捩
を
受
＜

破
壊
を
受
＜

備

考
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樺
山
逍
跡
は
秋
田
県
大
湯
逍
跡
に
つ
い
で
、
最
初
か
ら
学
者
の
手
で
計
画
的
な
大
規
模
な
発
掘
調
査
を
実
施
で
き
た
逍
跡
で
あ
り
、
開
墾
予
定
の
山
林

内
に
大
部
分
が
所
在
し
た
た
め
、
古
い
時
代
の
開
墾
、
耕
作
な
ど
に
よ
つ
て
破
壊
さ
れ
た
遺
跡
も
か
な
り
あ
っ
た
が
、
造
営
当
時
の
原
形
を
と
ど
め
る
も

の
も
一

0
ヶ
所
は
数
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
石
造
逍
構
は
今
後
の
研
究
の
基
準
資
料
と
た
り
、

各
種
の
方
面
で
役
立

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

石
造
遺
構
で
最
も
古
い
と
さ
れ
る
も
の
は
大
場
磐
雄
博
士
が
調
査
さ
れ
た
長
野
県
上
原
遺
跡
の
縄
文
文
化
前
期
末
の
も
の
で
あ
る
が
、
中
期
の
も
の
で

調
査
さ
れ
た
の
は
本
遺
跡
が
姶
め
て
で
、
現
在
ま
で
に
中
期
の
こ
の
よ
う
な
石
造
遺
構
は
他
に
発
見
例
が
な
い
。

し
か
し
て
こ
の
石
造
逍
構
の
個
々
の
配

石
構
造
は
、
縄
文
文
化
後
期
初
頭
の
秋
田
県
大
湯
町
中
通
の
大
環
瓶
糾
石
群
内
の
個
々
の
石
造
遺
構
に
類
似
す
る
こ
と
は
注
目
す
ぺ
き
こ
と
で
あ
る
。

今
日
ま
で
に
は
ま
だ
数
遺
跡
よ
り
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
ら
キ
、
こ
れ
ら
の
調
査
さ
れ
た
遺
跡
の
表
料
が
基
礎
と
な
っ
て
、
今
後
の
類
例
の
増
加
と
共

に
次
第
に
こ
の
石
造
逍
構
の
性
格
が
明
確
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

又
梓
山
瑣
跡
も
大
湯
遺
跡
同
様
、
石
造
逍
梢
と
、
そ
れ
を
作
っ
た
人
々
の
棗
落
が
、
同
一
台
上
の
近
接
し
た
地
域
に
あ
っ
た
こ
と
も
注
意
す
ぺ
き
こ
と

と
考
え
る
。

第

註

四

註 註 註

五

号

結 長
谷
部
言
人

本
誌
第
二
輯

本
誌
第
二
輯

本
誌
第
二
輯

第

四

号

址．址

第

号

址

第

号

址

語

二
五
号
型

第
八
図
参
照

第
九
図
参
照

第
一
三
図
参
照

陸
前
国
細
浦
上
の
山
貝
塚
環
状
列
石

不

明
不

明
不

明

な

し

9
・

9・ 9・

人
類
学
雑
誌
第
三
四
巻
五
号

大
渦
に
類
例
多
き
も
の

大
正
八
年
五
月

破
壊
甚
し

破
漉
甚
し

破
捩
甚
し

（

江

坂

輝

禰

記

）
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... た
。

這

大

場

磐

雄

大

場

磐

雄

記
長
野
県
じ
安
祉
郡
平
村
上
原
遺
跡

第
三
次
躙
査
に
対
す
る
一
考
案

長
野
県
北
安
量
郡
平
村
上
原
遺
跡
調
査
報
告

第
二
次
発
掘
調
査
概
報

文
化
財
保
護
委
員
会
編

大
湯
町
環
状
列
石

文
化
財
保
護
委
員
会

昭
和
二
八
年
三
月

昭
和
二
七
年
四
月

武

藤

鉄

城

司菊江

束池坂

真啓輝
次

雄郎斃

参

考

文

献

叉
樺
山
遺
跡
の
石
造
遺
構
の
立
石
の
多
く
が
花
尚
岩
、
斑
横
岩
、
閃
緑
岩
な
ど
の
、
土
地
の
人
が
ご
ま
石
と
云
う
、
深
成
岩
類
の
棒
欣
川
原
石
を
使
用

し
て
い
る
点
は
大
湯
、
上
原
、
船
生
な
ど
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
点
も
記
憶
す
ぺ
き
こ
と
の
よ
う
に
考
え
る
。
叉
土
地
の
人
の
談
に
よ
れ
ば

こ
の
附
近
に
は
こ
の
よ
う
た
石
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

秋
田
、
大
湯
遺
跡
の
立
石
で
あ
る
石
英
粉
岩
も
直
線
距
離
約
＋
粁
と
峠
越
し
に
運
ん
だ
石
C
あ
る
。

と
に
か
く
樺
山
逍
跡
の
調
査
で
は
、
石
造
遺
構
が
古
代
人
に
よ
っ
て
如
何
な
る
目
的
を
も
つ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
遂
に
究
明
し
得
な
か
つ

し
か
し
こ
の
調
査
に
は
、
調
査
祖
当
者
一
同
、
最
善
の
努
力
を
し
、
あ
ら
ゆ
る
各
度
か
ら
の
研
究
を
実
施
し
た
。
従

っ
て
縄
文
文
化
中
期
の
石
造
遺
構

群
と
し
て
は
始
め
て
の
発
見
で
あ
り
、
父
初
の
本
格
的
な
調
査
を
実
施
し
た
遺
跡
で
あ
る
。
今
後
の
こ
の
種
遺
跡
の
研
究
に
は
秋
田
大
湯
逍
跡
と
共
に
基

本
資
料
と
な
り
水
く
記
念
さ
れ
る
ぺ
き
重
要
遺
跡
で
あ
る
こ
と
は
疑
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

江
刺
郡
稲
瀬
村
棒
山
遣
跡
開
査
予
報

袖
野
石
器
時
代
組
石
群
発
掘
報
告

岩
手
県
文
化
財
調
査
報
告

第
二
輯

（
江
坂
輝
禰
記
）

角
舘

時
報
社
発
行

僭
濃
第
四
巻
第
四
号

信
隈
第
五
巻
第
四
号

樺
山
石
造
遺
構
群
は
輝
文
文
化
中
期
の
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

昭
和
二
七
年
三
月

昭
和
二
七
年
十
月

昭
和
二
八
年
四
月

秋
田
県
大
湯
遺
跡
に

4
い
て
も
、
環
朕
の
中
に
配
遣
さ
れ
た
石
造
逍
構
群
は
縄
文
文
化
時
代
の
も
の
で
は
な
く
、
後
世
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
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と
の
疑
問
を
持
つ
人
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
本
報
第
二
輯
や
大
湯
環
欣
列
石
の
報
告
に
も
記
し
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
再
度
記
す

こ
と
は
や
め
る
が
、
こ
の
疑
問
が
起
き
た
直
接
の
原
因
は
石
造
遺
構
中
か
ら
縄
文
文
化
後
期
の
時
代
の
遺
物
で
あ
る
。
小
土
器
片
な
ど
が、

僅
か
よ
り
発

見
さ
れ
す
、
こ
れ
は
混
入
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
と
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

大
湯
の
逍
蹟
は
戦
時
中
、
神
代
文
化
研
究
会
と
云
う
紳
が
か
か
り
的
な
団
体
が
発
掘
し
た
も
の
を
、

戦
後
わ
れ

l
＼
が
調
査
し
た
も
の
で

、
戦
前
の
調

査
は
こ
の
発
掘
に
立
合
っ
た
団
体
の
関
係
者
と
し
て
唯
一
人
の
専
門
家
の
吉
用
富
夫
氏
の
執
箪
さ
れ
た
報
告
が
唯
―
つ
の
手
が
か
り
で
あ
り
．
こ
れ
ら
の

多
数
の
石
浩
遺
構
の
上
部
や
、
組
石
の
間
か
ら
ど
の
程
度
に
土
器
片
な
ど
が
出
土
し
た
か
詳
細
を
知
る
こ
と
の
で
き
ぬ
点
は
甚
だ
遺
憾
に
思
う
の
で
あ

る
。
し
か
し
第
二
斡
の
考
察
で
記
入
し
た
如
く
、
私
は
大
湯
の
石
造
逍
構
群
は
縄
文
文
化
後
期
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

樺
山
の
石
造
逍
構
群
は
最
初
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
手
で
発
掘
調
査
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
湯
逍
跡
よ
り
こ
の
点
何
か
と
有
利
で
、
私
は
次
に
記
す
よ
う
な

理
由
か
ら
樺
山
石
造
遺
構
群
は
縄
文
文
化
中
期
の
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
う
。

樺
山
石
造
遺
構
群
の
二
五
ヶ
所
の
石
造
遺
構
発
掘
中
に
遺
構
の
配
石
の
間
、
配
石
の
下
、
遺
構
下
の
竪
坑
内
、
遺
構
の
周
辺
な
ど
か
ら
出
土
し
た
も
の

は
、
縄
文
文
化
中
期
の
小
土
器
と
短
冊
形
打
製
石
斧
、
石
皿
な
ど
の
縄
文
文
化
中
期
の
追
物
の
み
で
、
他
の
時
期
の
遺
物
は
殆
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

た
だ
遺
構
群
の
中
央
に
発
掘
し
た
ト
レ
ン
チ
内
か
ら
縛
文
文
化
中
期
の
土
器
片
に
混
在
し
て
、

径
二
糎
大
の
土
師
器
片
が
一
片
出
土
し
て
い
る
の
が
、

石
造
遺
構
群
所
在
地
出
土
の
唯
一
の
縄
文
文
化
中
期
以
外
の
時
期
の
逍
物
で
あ
る
。

．

叉
古
上
の
棗
洛
址
附
近
の
畑
地
で
は
若
十
の
土
師
器
、
須
悪
器
が
表
面
採
集
で
き
た
よ
う
に
記
憶
す
る。

若
し
こ
の
石
造
逍
梢
が
、
土
帥
器
、
須
悪
器
の
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
た
ま
た
ま
そ
の
附
近
が
縄
文
文
化
中
期
の
時
代
の
豪
落
址

で
あ
っ
た
た

め
、
そ
こ
ヵ
ら
発
見
さ
れ
た
石
皿
を
立
石
に
使
い

、
打
製
石
斧
を
乱
積
の
組
石
の
一

っ
と
し
て
使
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
石
造
逍
構
の
組

石
の
間
な
ど
か
ら
も
、

須
恵
器
、
土
師
器
な
ど
の
破
片
が
、
僅
か
で
も
出
土
し
て
良
い
よ
う
に
考
え
る
。
大
湯
遺
跡
に
於
て
縄
文
文
化
後
期
の
時
代
の
遺

物
以
外
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

＊
湯
遺
跡、

樺
山
遺
跡
同
桜
、
他
の
調
杢
さ
れ
た
多
く
の
石
造
遺
椿
か
ら
も
、
相
前
後
す
る
縄
文
文
化
の
数
形
式
の
逍
物
以
外
の
も
の
が
出
土
し
た
例

ば
聞
知
し
て
い
な
い
。

．
以
上
の
よ
う
た
こ
と
か
ら
し
て
私
は
裸
山
石
造
遺
楕
群
は
縄
文
文
化
中
期
の
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る。

し
か
し
て

石
造
遺
構
群
中
よ
0
発
見
さ
れ
た
土
器
片
中
、
形
式
の
判
明
し
得
た
土
器
片
は
大
木

8
b
式
と

9
式
で
あ

っ
た
。
台
上
の
棄
洛
址
か
ら
は
大

ーC40)-
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膏
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轟

県

る
環
状
列
石
、
立
石
？
・
）

G
綽
石
）

G
入
環
状
罪
石
）

G

立
石
？
）

二
、
奥
呪
地
方
石
造
遺
構
発
見
地
地
名
表

石
造
遺
措
に
使
用
さ
れ
て
い
た
川
原
石
は
、
そ
の
殆
ど
総
て
が
大
成
岩
で
あ
り
、

東
京
大
学
理
学
部
地
質
学
教
室
の
杉
村
新
氏
の
鑑
別
結
果
に
よ
る
と

立
石
の
あ
る
も
の
は
花
尚
岩
で
あ
0
、
あ
る
も
の
は
玄
武
岩
で
あ
っ
た
。
父
横
臥
し
て
配
石
さ
れ
た
川
原
石
の
多
く
は
安
山
岩
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
外
に

泥
岩
、
玄
武
岩
、
花
悔
岩
、
郷
緑
楼
灰
岩
な
ど
の
も
の
が
あ

っ
た
。

こ
の
中
、

花
商
岩
、
輝
緑
凝
灰
岩
は
北
上
山
地
方
面
の

産
で
あ
り
、
他
は
北
上
川
の
転
礫
を
採
集
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
た
。

最
後
に
多
忙
中
を
鋸
別
Q
労
を
と
ら
れ
た
杉
村
新
氏
に
衷
心
謝
意
を
表
す
る
。

一
、
石
造
遺
構
使
用
の
川
原
石
の
石
質

附

錢

後後後後 ＾＾後筆痔
者期
未不
見明

期期難期ッッ期

木

7
a
式
よ
り

9
式
ま
で
の
間
の
各
形
式
の
土
器
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
に
よ
つ
て
い
づ
れ
の
形
式
の
時
期
の
も
の
と
決
定
す
る
こ
と

は

、

喜

不

足
の
今
日
、
ま
だ
困
難
な
問
題
と
思
う
次
第
で
．ろ
る
。

尚
本
慈
~
の
測
量
図
、
実
測
四
の
華
図
は
、
す
ぺ
て
明
治
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
の
吉
崎
昌
一
氏
の
労
作
で
あ
る
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

｀

昭
和
二
九
年
一
月
現
在
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纂

厩

図

第一 図 棒山石造遣構全 兼 （西北部櫓上よ り撮影）

第二図 西側 よ り撮 影の第四号 ．址



第

図

版

第 一 図 東 側 ‘•より撮影 の 第四号址・

． 

第二図 ， 西方 より 東 側 石 稲下 の竪坑 を起む

，． 



婁

―――
 

重

圃

s-

／
 

占

E
 

第一図 第四 号址東 側石組下 の竪坑

第 二図 第四号址西側碁石状租石下の石組

第四 号址西側碁石状積石下の堅坑



第

四

図

版

第 一 図 南側より撮影の第六号・址

第二図 西南側 よ り撮 影の 第 七 号址

り撮影 ：の第八号：址



纂

玉

願

國

:・: 

第一図 西北側より撮影の第九 号址

第 二 図 西南側より撮影の第十号址

第 三図 西側 より 撮 影の第十一号址



纂

六

図

版

第一図 東 側より撮影 の 第十 一 号 址

第二図 西北側より撮影 の 第十二号址

ロ

第 三図 東南側 より撮影の第十 二 号址



•'' 

第

七

図

版

ヤ.:f<:'・.. 
ふtヽ・ぶ‘,. 

第一図 第 十一 号址 （右）第十二 号 址 （左）使 用 の 石皿

第二図



第

八

図

版

ー`
ヽ
~

疇＇

第一図 南側より撮影 の 第十 三号址

第 二 図 西側より撮影 0) 第十 四号址

第 三図 西南側より撮影 の 第十 五号址



第
．． 

｀ 
~. ・, 

九

國

重

第 一 図 西南側 よ り撮影 の 第十六 号 址

厄~ 

第二 図 ＇ 西 南 側よ り撮影 の 第 十七 号 址^

置 戸

第 三図 東南側 より 撮 影の第十八 号 址



第

十

図

版

第 -.:_・図 ・西側’より 撮影の第 二十 号 址

‘ 
第二図 南側よ り撮影の二 十一 号 址

第三図 西側 より撮 影の第二 十 エ号址‘



募

十 ,>、一

ー'.I,.,、

國

願

第一図 西南側よ り摂影の第二十五号址

・第二図 西側よ り 撮 ・影 の 住 居 址

第：：：図 土器を利 戸 した主炉と副炉
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二

図

版

n
 

第一図 住居址東隅出土の鉢形士器 第 二 図 大 木 7b式鉢形土器

□ 

第三図 住居地区トレンチ出土 の 中期土器片

!~~~-'.、V・,._,、...

第 四図 -住居址出士の中期．の・一土偶

（写真向つて左は表面右は裏面）
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